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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ヘ
タ
鬼
　
～
ト
リ
ッ
プ
！
！
皆
で
脱
出
し
よ
う
ね
。
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
７
６
１
Ｙ

【
作
者
名
】

　
翠
風

【
あ
ら
す
じ
】

　
『
液
晶
退
け
ぇ
ぇ
ぇ
ー
ー
ー
！
！
』

　
【
ヘ
タ
鬼
】
の
動
画
を
見
て
い
た
二
人
の
少
女
、
黒
羽
と
ホ
ワ
イ
ト
。
二
人

は
【
ヘ
タ
鬼
】
の
世
界
に
ト
リ
ッ
プ
し
て
、
皆
を
助
け
た
い
と
望
ん
で
い
た
…
。

そ
ん
な
彼
女
達
の
前
に
突
然
＞
彼
＜
が
現
れ
る
。
＞
彼
＜
は
彼
女
達
に
「
皆
を

助
け
て
欲
し
い
。
」
と
頼
み
、
二
人
は
そ
の
頼
み
事
を
引
き
受
け
る
。
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『
『
大
丈
夫
。
』
』

　
　
　

『
安
心
し
て
下
さ
い
。
私
達
が
輪
廻
を
終
わ
ら
せ
ま
す
。
』
　
　
　
　
　
　

『
僕
達
に
任
せ
て
よ
♪
も
う
、
巻
き
戻
さ
せ
た
り
し
な
い
か
ら
さ
☆
』
　
　
　

　
　
　
　

　
果
た
し
て
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
あ
る
二
人
の
少
女
は
、
歪
ん
だ
空
間
か
ら
皆

を
救
い
出
す
こ
と
が
出
き
る
の
か
？
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
～
『
液
晶
、
そ
こ
を
退
け
！
！
』
～

日
本
の
ど
こ
か
の
家

　
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
る
二
人
の
少
女
が
い
た
。
ど

う
や
ら
、
何
か
の
動
画
を
見
て
い
る
よ
う
だ
。

？
？
『
…
…
…
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ー
ー
ー
ー
ん
！
！
！
！

　
　
　
液
晶
退
け
ぇ
ぇ
ぇ
ー
ー
ー
！
！
（
泣
』

？
？
『
！
？
（
ビ
ク
ッ
』

　
突
然
、
黒
髪
の
少
女
が
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
叫
び
始
め
た
。

　
い
き
な
り
の
こ
と
に
隣
に
座
っ
て
い
る
白
髪
の
少
女
は
驚
き
、
ビ
ク
リ
と
大

き
く
肩
を
震
わ
せ
た
。

？
？
『
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
ホ
ワ
イ
ト
、
気
持
ち
は
分
か
る
け
ど
落
ち
着
い
て
…
。

』？
？
『
黒
羽
…
…
。
だ
っ
て
…
だ
っ
て
ー
ー
ー
！
！
（
泣
』

　
白
髪
の
少
女
…
黒
羽
は
黒
髪
の
少
女
…
ホ
ワ
イ
ト
・
フ
ェ
ザ
ー
こ
と
ホ
ワ
イ
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ト
を
宥
め
る
が
、
ホ
ワ
イ
ト
は
尚
も
泣
き
叫
ん
だ
。

ホ
ワ
イ
ト
『
僕
の
力
を
使
え
ば
ト
ニ
ー
も
ど
き
を
倒
せ
る
か
も
し
れ
な
い
の
に

…
…
～
～
～
わ
ぁ
ぁ
ー
ー
ー
！
や
っ
ぱ
り
液
晶
退
け
ぇ
ー
ー
ー
！
！
皆
を
助
け

る
ん
だ
ー
ー
！
！
（
泣
』

黒
羽
『
…
私
も
同
じ
気
持
ち
だ
よ
。
皆
さ
ん
を
助
け
ら
れ
る
な
ら
助
け
た
い
…
。

』　
そ
う
言
う
と
黒
羽
は
視
線
を
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
へ
と
戻
し
、
と
て
も
哀
し
そ

う
な
顔
を
し
た
。

　
ホ
ワ
イ
ト
も
一
旦
泣
き
止
み
、
黒
羽
の
視
線
を
た
ど
っ
て
視
線
を
パ
ソ
コ
ン

の
画
面
に
戻
し
…

ホ
ワ
イ
ト
『
う
わ
ぁ
ぁ
ー
ー
ー
ん
！
！
』

　
ま
た
泣
き
始
め
た
。

黒
羽
『
…
…
…
…
グ
ス
ッ
。
』

　
さ
っ
き
ま
で
我
慢
し
て
い
た
黒
羽
も
つ
ら
れ
て
泣
き
始
め
て
し
ま
っ
た
。

　
現
在
、
黒
羽
と
ホ
ワ
イ
ト
は
【
ヘ
タ
鬼
】
の
動
画
を
見
て
い
る
。
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黒
羽
『
…
…
で
も
、
ホ
ワ
イ
ト
の
言
う
通
り
液
晶
が
退
い
て
く
れ
た
ら
良
い
の

に
ね
…
。
』

　
黒
羽
は
ポ
ツ
リ
と
呟
い
た
。
　
す
る
と
…

？
？
「
…
助
…
…
や
っ
て
…
れ
。
」

二
人
『
『
！
？
』
』

　
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

黒
羽
『
…
今
、
何
か
聞
こ
え
た
？
』

ホ
ワ
イ
ト
『
黒
羽
に
も
聞
こ
え
た
？
…
っ
て
こ
と
は
僕
の
気
の
せ
い
じ
ゃ
な
い

ん
だ
ね
…
。
で
も
、
一
体
ど
こ
か
ら
？
』

？
？
「
…
こ
こ
だ
…
。
」

二
人
『
『
！
？
！
？
！
？
』
』

　
二
人
で
首
を
ひ
ね
っ
て
い
る
と
、
ま
た
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

　
そ
し
て
二
人
は
声
の
す
る
方
…
パ
ソ
コ
ン
の
方
に
顔
を
向
け
た
。
す
る
と
そ
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こ
に
は
…

黒
羽
『
え
っ
！
？
…
君
は
…
…
』

ホ
ワ
イ
ト
『
神
聖
ロ
ー
マ
！
？
！
？
』

　
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
映
っ
て
い
た
の
は
【
ヘ
タ
リ
ア
】
の
登
場
人
物
で
、
消

え
て
し
ま
っ
た
は
ず
の
少
年
…
神
聖
ロ
ー
マ
だ
っ
た
。

黒
羽
『
ど
う
し
て
神
聖
ロ
ー
マ
君
が
こ
こ
に
？
』

　
黒
羽
は
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
神
聖
ロ
ー
マ
が
現
れ
た
こ
と
に
驚
き
な
が
ら
も
、

至
っ
て
落
ち
着
い
た
口
調
で
聞
い
た
。

神
聖
ロ
ー
マ
「
…
お
前
達
に
頼
み
が
あ
る
。
」

ホ
ワ
イ
ト
『
…
な
あ
に
？
』

　
い
つ
も
と
違
い
、
真
剣
な
表
情
を
す
る
ホ
ワ
イ
ト
。
黒
羽
も
神
聖
ロ
ー
マ
を

じ
っ
と
見
つ
め
る
。
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神
聖
ロ
ー
マ
「
…
イ
タ
リ
ア
を
…
皆
を
…
助
け
て
や
っ
て
欲
し
い
ん
だ
。
」

二
人
『
『
い
い
（
で
す
）
よ
。
』
』

神
聖
ロ
ー
マ
「
！
？
」

　
あ
ま
り
に
も
返
事
が
速
か
っ
た
の
で
、
神
聖
ロ
ー
マ
驚
い
て
い
た
。

神
聖
ロ
ー
マ
「
本
当
に
い
い
の
か
？
」

ホ
ワ
イ
ト
『
だ
っ
て
僕
達
、
皆
を
助
け
た
い
ん
だ
も
ん
。
ね
、
黒
羽
？
』

黒
羽
『
う
ん
。
そ
れ
に
さ
っ
き
そ
の
話
を
し
た
ば
っ
か
り
だ
し
…
と
い
う
か
、

神
聖
ロ
ー
マ
君
は
私
達
が
イ
タ
リ
ア
さ
ん
達
を
助
け
た
い
っ
て
話
を
し
て
た
か

ら
来
て
く
れ
た
ん
で
し
ょ
？
』

神
聖
ロ
ー
マ
「
…
あ
あ
、
そ
う
だ
。
」

　
黒
羽
の
言
葉
に
神
聖
ロ
ー
マ
は
少
し
苦
い
顔
を
し
な
が
ら
頷
い
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
じ
ゃ
あ
、
早
速
行
こ
（
黒
羽
『
あ
っ
！
！
』
』

　
黒
羽
は
何
か
を
思
い
出
し
た
よ
う
に
大
き
な
声
を
出
し
、
俯
い
た
。
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ホ
ワ
イ
ト
『
ど
う
し
た
の
！
？
黒
羽
！
！
』

黒
羽
『
い
や
、
そ
の
…
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
？
』

黒
羽
『
私
…
戦
え
る
か
な
？
』

ホ
ワ
イ
ト
『
あ
っ
…
。
』

　
ホ
ワ
イ
ト
も
『
そ
う
言
え
ば
』
と
、
困
っ
た
よ
う
な
表
情
を
し
た
。

黒
羽
『
ホ
ワ
イ
ト
は
魔
法
を
使
え
る
し
、
戦
い
に
も
慣
れ
て
る
け
ど
、
私
は
…
。

』神
聖
ロ
ー
マ
「
そ
れ
な
ら
、
問
題
無
い
。
」

黒
羽
『
え
っ
…
。
』

神
聖
ロ
ー
マ
「
俺
が
力
を
や
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
お
前
も
（
黒
羽
『
黒
羽
。
』

？
」

黒
羽
『
私
の
こ
と
は
黒
羽
、
っ
て
呼
ん
で
い
い
よ
。
（
ニ
コ
ッ
』

ホ
ワ
イ
ト
『
僕
は
ホ
ワ
イ
ト
、
で
い
い
よ
～
。
（
ニ
ィ
ッ
』

神
聖
ロ
ー
マ
「
／
／
／
／
分
か
っ
た
。
…
話
を
戻
す
ぞ
。
俺
が
力
を
や
れ
ば
、

黒
羽
も
魔
法
を
使
え
る
よ
う
に
な
る
し
、
武
器
な
ん
か
を
使
っ
て
戦
え
る
よ
う
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に
も
な
る
。
」

黒
羽
『
へ
ぇ
…
あ
り
が
と
う
。
神
聖
ロ
ー
マ
君
は
凄
い
ん
だ
ね
。
』

神
聖
ロ
ー
マ
「
い
や
、
別
に
…
。
そ
れ
に
礼
を
言
う
の
は
俺
の
方
だ
。
こ
ん
な

無
茶
苦
茶
な
願
い
を
聞
い
て
く
れ
て
…
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
」

　
神
聖
ロ
ー
マ
は
ペ
コ
リ
と
頭
を
下
げ
た
。

二
人
（
／
／
／
か
わ
い
い
…
。
）

　
見
た
こ
と
の
な
い
神
聖
ロ
ー
マ
の
行
動
に
二
人
は
小
さ
く
感
動
し
て
い
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
ね
ぇ
ね
ぇ
、
神
聖
ロ
ー
マ
？
』

神
聖
ロ
ー
マ
「
？
何
だ
、
ホ
ワ
イ
ト
。
」

ホ
ワ
イ
ト
『
神
聖
ロ
ー
マ
は
僕
が
何
な
の
か
知
っ
て
る
の
？
』

神
聖
ロ
ー
マ
「
…
知
っ
て
る
。
」

ホ
ワ
イ
ト
『
ふ
～
ん
…
そ
っ
か
♪
な
ら
い
い
や
♪
』

黒
羽
『
ホ
ワ
イ
ト
…
。
』

　
少
し
、
沈
黙
が
続
く
。
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神
聖
ロ
ー
マ
「
…
で
は
、
お
前
達
二
人
を
【
あ
の
館
】
へ
送
る
ぞ
！
」

黒
羽
『
う
ん
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
よ
し
き
た
！
』

黒
羽
『
ホ
ワ
イ
ト
…
そ
れ
、
漁
師
さ
ん
達
が
使
う
言
葉
…
。
（
汗
』

ホ
ワ
イ
ト
『
え
へ
へ
…
♪
』

神
聖
ロ
ー
マ
「
…
…
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
…
…
ｏ
ｆ
ｆ
ｎ
ｅ
ｎ
…
！
！
」

　
神
聖
ロ
ー
マ
が
何
か
呪
文
の
よ
う
な
言
葉
を
呟
く
と
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
か

ら
ま
ば
ゆ
い
程
の
光
が
溢
れ
だ
し
、
黒
羽
と
ホ
ワ
イ
ト
を
包
ん
だ
。

　
そ
し
て
、
光
が
収
ま
る
頃
に
は
二
人
の
姿
は
消
え
て
い
た
。

神
聖
ロ
ー
マ
「
…
頼
ん
だ
ぞ
、
二
人
と
も
。
」

　
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
は
ブ
ツ
ッ
と
音
を
立
て
て
、
消
え
て
し
ま
っ
た
。

　
主
達
を
無
く
し
た
家
は
静
寂
に
包
ま
れ
る
の
だ
っ
た
。
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設
定
（
前
書
き
）

　
主
人
公
達
の
設
定
で
す
。
な
ん
か
も
う
、
無
茶
苦
茶
な
感
じ
で
す
み
ま
せ
ん

…
。
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設
定

設
定

名
前
：
千
晶
　
黒
羽
［
母
方
］

ち
あ
き

く
れ
は

　
　
　
＞
黒
羽
・
Ｃ
・
オ
ブ
シ
デ
ィ
エ
ン
＜
［
父
方
］

容
姿
：
白
い
髪
に
緋
色
の
瞳
の
少
女
。
髪
は
肩
に
ギ
リ
ギ
リ
届
く
く
ら
い
の
長

さ
。

　
　
普
段
は
年
齢
よ
り
も
大
人
び
て
見
え
る
が
、
笑
う
と
年
齢
よ
り
幼
く
見
え

る
。
可
愛
い
。
ホ
ワ
イ
ト
・
フ
ェ
ザ
ー
と
同
じ
顔
を
し
て
い
る
。

服
装

・
白
の
ト
レ
ン
チ
コ
ー
ト
（
丈
短
め
）

・
黒
の
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ

・
白
の
ブ
ー
ツ

・
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
（
水
晶
を
抱
く
黒
い
竜
の
形
）

・
胸
元
に
紅
い
大
き
な
リ
ボ
ン

身
長
：
１
６
１
．
７
ｃ
ｍ

年
齢
：
１
６
歳
（
高
校
１
年
生
）

性
格
：
優
し
い
。
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
る
。
真
面
目
。

１
人
称
：
私

そ
の
他
：
話
す
と
き
は
基
本
、
敬
語
。

　
　
　
ホ
ワ
イ
ト
・
フ
ェ
ザ
ー
を
［
ホ
ワ
イ
ト
］
と
呼
ん
で
い
る
。
　
　
　
友

達
に
薦
め
ら
れ
て
【
ヘ
タ
リ
ア
】
を
知
り
、
ハ
マ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
【
ヘ
タ
鬼
】
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の
動
画
も
薦
め
ら
れ
て
見
て
、
み
ん
な
を
助
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

　
　
　
頭
が
良
く
、
ス
ポ
ー
ツ
も
そ
こ
そ
こ
で
き
る
。

　
　
　
一
軒
家
に
ホ
ワ
イ
ト
と
一
緒
に
暮
ら
し
し
て
い
る
。
家
族
は
皆
、
他
界

し
て
い
る
。

　
　
　
母
親
は
日
本
人
（
黒
髪
に
黒
い
瞳
）
、
父
親
は
ア
メ
リ
カ
人
（
金
髪
に

瑠
璃
色
の
瞳
）
だ
っ
た
。
瞳
の
色
は
父
方
の
祖
母
か
ら
遺
伝
し
た
。
昔
は
黒
髪

だ
っ
た
が
、
＞
あ
る
事
件
＜
を
き
っ
か
け
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
白
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

名
前
：
ホ
ワ
イ
ト
・
フ
ェ
ザ
ー

容
姿
：
黒
い
髪
に
瑠
璃
色
の
瞳
の
少
女
。
髪
は
長
く
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
く
ら
い
の

長
さ
。
人
間
で
は
な
い
ら
し
く
、
ト
リ
ッ
プ
前
の
世
界
で
は
透
け
て
い
た
。
だ

が
、
ト
リ
ッ
プ
後
は
実
体
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
可
愛
い
。
黒
羽
と
同
じ
顔
を
し
て
い
る
。

服
装

・
黒
の
ケ
ー
プ

・
深
緑
の
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ

・
白
の
ハ
イ
ソ
ッ
ク
ス
（
長
さ
は
膝
上
）

・
深
緑
の
ブ
ー
テ
ィ
ー

・
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
（
水
晶
を
抱
く
白
い
竜
の
形
）
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・
首
も
と
に
紅
い
小
さ
な
リ
ボ
ン

身
長
：
１
６
１
．
９
ｃ
ｍ

年
齢
：
？
？

性
格
：
明
る
い
。
常
に
テ
ン
シ
ョ
ン
が
高
い
。
よ
く
ふ
ざ
け
る
。
自
分
の
思
っ

て
い
る
こ
と
は
は
っ
き
り
言
う
タ
イ
プ
。

１
人
称
：
僕
。
た
ま
に
私
。

そ
の
他
：
誰
に
対
し
て
も
タ
メ
口
で
話
す
。

　
　
　
黒
羽
と
一
緒
に
【
ヘ
タ
リ
ア
】
や
【
ヘ
タ
鬼
】
を
見
て
、
自
分
も
ハ
マ

っ
た
。

　
　
　
［
ホ
ワ
イ
ト
・
フ
ェ
ザ
ー
］
と
い
う
名
前
は
黒
羽
が
付
け
て
く
れ
た
と

言
っ
て
い
る
。
　
　
　
魔
法
を
使
え
る
。
ま
た
、
戦
い
の
経
験
が
あ
る
ら
し
く

戦
え
る
。
強
い
。
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設
定
（
後
書
き
）

　
次
は
第
一
話
で
す
。
【
あ
の
屋
敷
】
に
到
着
し
ま
す
。
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第
一
話
　
【
あ
の
館
】
へ
到
着
（
前
書
き
）

　
予
告
通
り
、
【
あ
の
館
】
に
到
着
し
ま
す
。

　
内
容
は
タ
イ
ト
ル
通
り
で
す
。
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第
一
話
　
【
あ
の
館
】
へ
到
着

黒
羽
『
…
…
ん
…
こ
こ
は
…
？
』

神
聖
ロ
ー
マ
「
起
き
た
か
？
」

黒
羽
『
…
神
聖
ロ
ー
マ
君
…
？
…
…
！
？
何
処
に
い
る
の
！
？
』

　
黒
羽
は
神
聖
ロ
ー
マ
の
声
が
す
ぐ
近
く
か
ら
聞
こ
え
た
の
で
、
て
っ
き
り
隣

に
で
も
居
る
と
思
っ
て
い
た
。
だ
が
、
近
く
に
神
聖
ロ
ー
マ
の
姿
は
無
か
っ
た
。

神
聖
ロ
ー
マ
「
右
手
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
見
ろ
。
」

黒
羽
『
え
っ
？
う
、
う
ん
。
』

　
黒
羽
は
神
聖
ロ
ー
マ
の
指
示
通
り
右
手
に
付
け
た
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
見
た
。

黒
羽
『
…
…
あ
…
！
？
』

　
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
見
る
と
、
水
晶
の
部
分
に
神
聖
ロ
ー
マ
の
姿
が
あ
っ
た
。

神
聖
ロ
ー
マ
「
俺
は
普
段
は
で
黒
羽
と
ホ
ワ
イ
ト
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
の
水
晶
の

中
で
二
人
の
こ
と
を
見
守
っ
て
い
る
。
だ
が
、
必
要
な
と
き
に
は
力
を
貸
そ
う
。

」
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黒
羽
『
う
ん
。
…
そ
の
言
い
方
か
ら
す
る
と
、
神
聖
ロ
ー
マ
君
は
私
達
の
ブ
レ

ス
レ
ッ
ト
を
自
由
に
行
き
来
で
き
る
の
？
』

神
聖
ロ
ー
マ
「
あ
あ
…
。
」

　
黒
羽
の
問
い
に
、
水
晶
の
中
で
神
聖
ロ
ー
マ
は
頷
い
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
…
う
～
ん
…
！
こ
こ
は
！
？
』

　
先
程
ま
で
気
を
失
っ
て
い
た
ホ
ワ
イ
ト
も
よ
う
や
く
目
を
覚
ま
し
た
。

黒
羽
『
お
は
よ
う
、
ホ
ワ
イ
ト
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
う
ん
！
お
は
よ
う
、
黒
羽
♪
…
で
、
こ
こ
は
ど
こ
？
』

神
聖
ロ
ー
マ
「
３
階
の
図
書
室
だ
。
」

ホ
ワ
イ
ト
『
へ
～
、
本
当
に
【
あ
の
館
】
に
来
た
ん
だ
ね
～
…
…
て
、
え
っ
！

？
神
聖
ロ
ー
マ
ど
こ
！
？
』

黒
羽
『
ホ
ワ
イ
ト
、
左
手
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
見
て
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
へ
っ
？
う
、
う
ん
。
』
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ホ
ワ
イ
ト
は
黒
羽
の
促
す
ま
ま
に
左
手
に
付
け
た
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
見
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
…
あ
っ
！
？
神
聖
ロ
ー
マ
！
！
！
何
で
水
晶
の
中
に
居
る
の
！
？
』

　
神
聖
ロ
ー
マ
は
い
つ
の
間
に
か
、
黒
羽
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
の

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
に
移
動
し
て
い
た
。

神
聖
ロ
ー
マ
「
俺
は
黒
羽
と
ホ
ワ
イ
ト
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
の
中
を
自
由
に
行
き

来
で
き
る
。
」

ホ
ワ
イ
ト
『
へ
ぇ
ー
ー
！
！
す
ご
っ
！
！
』

神
聖
ロ
ー
マ
「
／
／
／
い
や
、
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
…
。
」

　
ス
ト
レ
ー
ト
に
ほ
め
ら
れ
、
神
聖
ロ
ー
マ
は
少
し
照
れ
た
。

黒
羽
『
…
…
…
。
』

　
黒
羽
は
二
人
の
や
り
取
り
を
横
目
に
見
な
が
ら
、
何
か
を
し
て
い
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
…
そ
れ
じ
ゃ
早
速
ト
ニ
ー
も
ど
き
退
治
に
し
ゅ
っ
ぱ
ー
つ
！
！
』
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黒
羽
『
お
、
お
ぉ
ー
…
？
』

ホ
ワ
イ
ト
『
さ
、
神
聖
ロ
ー
マ
も
♪
』

神
聖
ロ
ー
マ
「
あ
、
あ
あ
…
お
ぉ
ー
…
…
。
」

ホ
ワ
イ
ト
『
も
ー
！
！
二
人
と
も
元
気
な
い
な
ー
。
』

　
二
人
の
元
気
の
な
い
「
お
ぉ
ー
」
に
ホ
ワ
イ
ト
は
頬
を
膨
ら
ま
せ
た
。

黒
羽
『
ご
め
ん
、
な
ん
か
こ
う
い
う
の
慣
れ
な
く
て
…
。
』

神
聖
ロ
ー
マ
「
…
俺
も
だ
…
。
」

　
性
格
が
真
面
目
な
二
人
組
は
苦
笑
い
し
な
が
ら
答
え
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
全
く
…
二
人
と
も
各
自
練
習
し
て
お
く
よ
う
に
！
』

黒
羽
『
は
、
は
ー
い
。
』

神
聖
ロ
ー
マ
「
わ
、
分
か
っ
た
。
」

ホ
ワ
イ
ト
『
よ
ろ
し
い
♪
じ
ゃ
、
行
く
よ
～
。
』

　
そ
し
て
３
人
は
図
書
室
を
後
に
す
る
の
だ
っ
た
。
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廊
下

ホ
ワ
イ
ト
『
そ
う
言
え
ば
さ
ー
、
黒
羽
…
。
』

黒
羽
『
？
』

　
廊
下
を
移
動
中
、
ホ
ワ
イ
ト
が
黒
羽
に
話
し
掛
け
て
き
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
黒
羽
、
戦
え
る
の
？
魔
法
の
練
習
と
か
し
な
く
て
大
丈
夫
？
』

　
黒
羽
は
【
こ
の
館
】
に
ト
リ
ッ
プ
す
る
前
は
た
だ
の
女
子
高
生
だ
っ
た
。
神

聖
ロ
ー
マ
か
ら
力
を
貰
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
使
っ
た
こ
と
は
な
…

黒
羽
『
大
丈
夫
♪
さ
っ
き
練
習
し
た
し
、
戦
い
方
も
頭
の
中
に
入
っ
て
る
か
ら
。

』
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く
も
無
か
っ
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
い
つ
の
間
に
！
？
』

黒
羽
『
大
体
は
夢
の
中
。
あ
と
は
ホ
ワ
イ
ト
が
神
聖
ロ
ー
マ
君
と
話
し
て
る
と

き
に
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
夢
の
中
？
』

黒
羽
『
そ
う
だ
よ
。
（
ニ
コ
ッ
』

　
不
思
議
そ
う
な
顔
を
す
る
ホ
ワ
イ
ト
に
黒
羽
は
笑
い
か
け
た
。

神
聖
ロ
ー
マ
「
…
と
い
う
こ
と
は
上
手
く
行
っ
た
っ
て
こ
と
か
。
」

ホ
ワ
イ
ト
『
へ
？
』

　
今
度
は
神
聖
ロ
ー
マ
の
言
葉
に
ホ
ワ
イ
ト
は
不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
た
。

神
聖
ロ
ー
マ
「
俺
が
［
眠
っ
て
い
る
間
に
訓
練
が
で
き
る
空
間
］
を
黒
羽
の
頭

の
中
に
作
っ
た
ん
だ
。
な
ん
な
ら
、
ホ
ワ
イ
ト
に
も
作
っ
て
や
ろ
う
か
？
」

ホ
ワ
イ
ト
『
う
ん
！
！
作
っ
て
作
っ
て
！
！
』

黒
羽
『
私
の
頭
の
中
に
戦
い
方
を
入
れ
て
く
れ
た
の
も
神
聖
ロ
ー
マ
君
だ
よ
ね
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？
』

神
聖
ロ
ー
マ
「
そ
う
だ
。
」

ホ
ワ
イ
ト
『
神
聖
ロ
ー
マ
す
げ
ー
！
！
…
よ
ー
し
、
僕
も
頑
張
る
ぞ
♪
』

　
ホ
ワ
イ
ト
は
両
手
を
グ
ー
に
し
て
、
上
に
掲
げ
た
。

神
聖
ロ
ー
マ
「
…
…
…
す
ま
な
い
が
、
力
を
使
い
す
ぎ
て
疲
れ
た
か
ら
俺
は
少

し
休
む
ぞ
…
。
」

黒
羽
『
あ
っ
、
う
ん
。
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
ね
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
お
休
み
～
☆
』

神
聖
ロ
ー
マ
「
…
…
…
…
。
」

黒
羽
『
…
眠
っ
た
み
た
い
だ
ね
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
だ
ね
。
』

　
黒
羽
と
ホ
ワ
イ
ト
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
、
笑
っ
た
。
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ギ
ャ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！

　
ウ
ワ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！

二
人
『
『
！
！
』
』

　
１
階
の
玄
関
に
続
く
階
段
へ
向
か
っ
て
い
る
と
、
下
か
ら
悲
鳴
が
聞
こ
え
て

き
た
。

黒
羽
『
ホ
ワ
イ
ト
！
』

ホ
ワ
イ
ト
『
う
ん
！
！
』

 
二
人
は
悲
鳴
の
し
た
方
へ
急
い
だ
。

イ
タ
リ
ア
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

俺
「
ハ
ァ
ッ
…
ハ
ァ
ッ
…
。
」
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今
、
俺
は
［
あ
い
つ
］
か
ら
逃
げ
て
い
る
。

俺
「
…
！
！
全
く
…
し
つ
こ
い
な
あ
…
。
」

　
周
り
に
は
俺
以
外
、
誰
も
居
な
い
。

　
俺
は
立
ち
止
ま
り
武
器
を
構
え
た
。

俺
「
…
来
る
ん
な
ら
来
れ
ば
？
」

　
そ
う
言
う
と
、
あ
い
つ
は
凄
い
速
さ
で
俺
に
向
か
っ
て
来
た
。

　
俺
は
あ
い
つ
の
攻
撃
に
備
え
、
武
器
を
強
く
握
り
し
め
た
。
す
る
と
…

？
？
『
て
い
や
ー
ー
ー
！
！
』

　
キ
ン
ッ

俺
「
！
？
」

　
突
然
、
後
ろ
か
ら
槍
を
持
っ
た
黒
髪
の
女
の
子
が
現
れ
て
あ
い
つ
に
斬
り
か

か
っ
た
。
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俺
「
え
っ
…
え
っ
…
！
？
」

？
？
『
う
わ
…
思
っ
て
た
以
上
に
か
た
っ
！
！
な
ら
…
こ
れ
で
ど
う
だ
！
！
』

　
混
乱
す
る
俺
を
よ
そ
に
、
そ
の
子
は
槍
を
（
ど
う
い
う
仕
組
み
か
は
分
か
ら

な
い
け
ど
）
大
剣
に
変
え
て
、
再
び
あ
い
つ
に
斬
り
か
か
っ
た
。

　
ザ
ク
ッ

？
？
『
お
っ
！
い
け
た
い
け
た
♪
』

ト
ニ
ー
（
？
）
「
グ
ギ
ャ
ー
ー
」

　
あ
い
つ
は
少
し
怯
ん
だ
。

？
？
『
大
丈
夫
で
す
か
？
茶
髪
の
お
兄
さ
ん
。
』

俺
「
え
っ
！
？
」

　
気
が
付
く
と
、
俺
の
隣
に
は
さ
っ
き
の
子
に
そ
っ
く
り
な
顔
を
し
た
白
髪
の

女
の
子
が
い
た
。

？
？
『
こ
こ
は
私
達
に
任
せ
て
逃
げ
て
下
さ
い
。
』
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俺
「
き
、
君
達
は
一
体
…
ど
う
し
て
…
こ
こ
に
…
…
何
で
…
…
。
」

　
俺
が
聞
く
と
そ
の
子
は
困
っ
た
よ
う
な
顔
を
し
て
、
答
え
た
。

？
？
『
今
は
ま
だ
言
え
ま
せ
ん
。
…
で
も
１
つ
だ
け
言
え
る
の
は
…

　
私
達
は
あ
な
た
方
の
味
方
で
す
。
』

　
そ
の
子
は
一
旦
言
葉
を
切
り
、
俺
の
目
を
ま
っ
す
ぐ
見
つ
め
、
と
て
も
優
し

い
笑
顔
で
言
っ
た
。

俺
「
ど
う
い
う
こ
と
？
俺
達
の
味
方
っ
て
？
君
達
の
名
前
は
？
ど
う
や
っ
て
こ

こ
に
来
た
の
？
ね
ぇ
！
！
」

？
？
『
…
す
み
ま
せ
ん
が
強
行
手
段
に
出
さ
せ
て
頂
き
ま
す
…

　
彼
の
者
を
我
が
意
の
ま
ま
に
…
メ
ニ
ュ
ー
バ
ー
！
』

　
そ
の
子
が
呪
文
を
唱
え
る
と
、
俺
は
の
意
思
と
は
反
対
に
走
り
出
し
、
そ
の

場
か
ら
離
れ
始
め
た
。

俺
「
！
？
何
こ
れ
！
？
体
が
勝
手
に
！
？
」

？
？
『
私
の
魔
法
で
す
よ
ー
！
』
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後
ろ
を
振
り
返
る
と
あ
の
子
が
叫
ん
で
い
た
。

俺
「
待
っ
て
！
！
ま
だ
聞
き
た
い
こ
と
が
…
。
」

　
あ
の
子
達
の
姿
が
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
俺
の
体
は
廊

下
を
曲
が
り
遂
に
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

三
人
称
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

黒
羽
『
行
っ
た
ね
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
う
ん
。
』

　
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
、
イ
タ
リ
ア
が
向
か
っ
た
方
向
を
見
な
が
ら
呟
い
た
。



29

二
人
『
『
大
丈
夫
。
』
』

黒
羽
『
安
心
し
て
下
さ
い
。
私
達
が
輪
廻
を
終
わ
ら
せ
ま
す
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
僕
達
に
任
せ
て
よ
♪
も
う
、
巻
き
戻
さ
せ
た
り
し
な
い
か
ら
さ
☆
』

ト
ニ
ー
（
？
）
「
ニ
ガ
、
サ
…
な
イ
…
…
。
」

黒
羽
『
別
に
逃
げ
ま
せ
ん
よ
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
む
し
ろ
、
そ
っ
ち
が
逃
げ
な
い
で
よ
ね
♪
』

　
黒
羽
は
魔
導
書
を
、
ホ
ワ
イ
ト
は
大
剣
を
構
え
た
。

　
二
人
の
口
元
に
は
笑
み
が
浮
か
ん
で
い
た
。
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第
一
話
　
【
あ
の
館
】
へ
到
着
（
後
書
き
）

　
第
二
話
は
、
明
日
投
稿
の
予
定
で
す
。

　
主
人
公
達
が
ト
ニ
ー
も
ど
き
と
戦
い
ま
す
。
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閑
話
　
神
聖
ロ
ー
マ
が
く
れ
た
力
に
つ
い
て
（
前
書
き
）

　
す
み
ま
せ
ん
。
初
め
て
の
戦
い
の
前
に
閑
話
を
入
れ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
ホ
ワ
イ
ト
が
黒
羽
に
神
聖
ロ
ー
マ
か
ら
ど
ん
な
力
を
貰
っ
た
か
質
問
す
る
話

で
す
。
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閑
話
　
神
聖
ロ
ー
マ
が
く
れ
た
力
に
つ
い
て

イ
タ
リ
ア
と
ト
ニ
ー
（
？
）
に
遭
遇
す
る
前
の
こ
と
…

ホ
ワ
イ
ト
『
ね
ぇ
ね
ぇ
、
黒
羽
。
』

黒
羽
『
？
何
？
ホ
ワ
イ
ト
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
黒
羽
は
ど
う
い
う
風
に
戦
う
の
？
』

　
ホ
ワ
イ
ト
は
黒
羽
か
ら
、
黒
羽
は
神
聖
ロ
ー
マ
か
ら
力
を
貰
い
戦
え
る
よ
う

に
な
っ
た
と
は
聞
い
た
が
、
具
体
的
に
ど
う
戦
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
聞
い

て
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
黒
羽
に
質
問
し
た
。

黒
羽
『
あ
…
そ
う
言
え
ば
ま
だ
説
明
し
て
無
か
っ
た
ね
。
』

　
そ
う
言
う
と
黒
羽
は
懐
か
ら
紙
と
ペ
ン
を
取
り
だ
し
、
サ
ラ
サ
ラ
と
何
か
を

書
き
始
め
た
。

黒
羽
『
…
っ
と
。
私
の
戦
い
方
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
こ
ん
な
感
じ
だ
よ
。
』

　
黒
羽
は
先
程
何
か
を
書
い
た
紙
を
ホ
ワ
イ
ト
に
見
せ
て
き
た
。
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ホ
ワ
イ
ト
『
ど
れ
ど
れ
…
』

　
ホ
ワ
イ
ト
は
紙
を
覗
き
込
ん
だ
。
紙
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
。

・
戦
い
方
は
そ
の
と
き
の
［
ジ
ョ
ブ
］
に
よ
っ
て
異
な
る
。

・
［
ジ
ョ
ブ
］
と
は
職
業
の
こ
と
で
あ
る
。

・
［
ジ
ョ
ブ
］
は
一
度
に
２
つ
、
掛
け
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

・
２
つ
の
［
ジ
ョ
ブ
］
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
新
た
な
［
ス
キ
ル
］
を
使
え

る
よ
う
に
な
る
。

・
［
ス
キ
ル
］
と
は
ジ
ョ
ブ
毎
に
使
え
る
特
別
な
技
で
あ
る
。

・
ジ
ョ
ブ
は
［
ジ
ョ
ブ
チ
ェ
ン
ジ
］
と
い
う
魔
法
で
自
由
に
変
え
ら
れ
る
。

・
［
ジ
ョ
ブ
チ
ェ
ン
ジ
］
だ
け
は
、
ど
の
職
業
の
と
き
で
も
使
え
る
。

ホ
ワ
イ
ト
『
…
な
る
ほ
ど
ね
～
♪
』

　
ホ
ワ
イ
ト
は
黒
羽
の
書
い
た
紙
を
読
み
、
理
解
し
た
よ
う
だ
っ
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
そ
れ
で
黒
羽
は
今
、
何
と
何
の
ジ
ョ
ブ
を
掛
け
持
ち
し
て
る
の
？
』

黒
羽
『
私
が
今
掛
け
持
ち
し
て
る
の
は
ウ
ィ
ザ
ー
ド
（
魔
導
士
）
と
デ
ィ
ー
バ

（
歌
姫
）
だ
よ
♪
』

ホ
ワ
イ
ト
『
デ
ィ
ー
バ
？
』

黒
羽
『
デ
ィ
ー
バ
っ
て
い
う
の
は
、
名
前
通
り
【
歌
声
】
で
戦
う
ん
だ
よ
。
戦
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い
以
外
に
も
、
回
復
や
仲
間
の
サ
ポ
ー
ト
も
出
来
る
ん
だ
っ
て
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
わ
ぉ
！
！
…
で
、
他
に
は
ど
ん
な
ジ
ョ
ブ
が
あ
る
の
？
』

黒
羽
『
そ
う
だ
ね
…
ソ
ー
ド
ナ
イ
ト
（
剣
士
）
や
パ
ラ
デ
ィ
ン
（
聖
騎
士
）
、

プ
リ
ー
ス
ト
（
僧
侶
）
、
ア
ー
チ
ャ
ー
（
弓
手
）
な
ん
か
も
あ
る
よ
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
へ
ー
ー
！
！
な
ら
、
そ
の
場
に
応
じ
て
戦
え
る
ん
だ
ね
～
。
』

黒
羽
『
う
ん
。
…
っ
て
そ
れ
は
ホ
ワ
イ
ト
も
同
じ
で
し
ょ
う
？
魔
法
使
え
る
し
、

武
器
も
自
由
に
出
し
て
使
い
こ
な
せ
る
し
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
ま
～
ね
ぇ
～
☆
』

　
ホ
ワ
イ
ト
は
黒
羽
の
言
葉
に
胸
を
張
っ
て
答
え
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
僕
は
武
器
で
戦
う
の
に
慣
れ
て
る
か
ら
、
黒
羽

に
は
魔
法
で
援
護
し
て
貰
っ
て
い
い
か
な
？
』

黒
羽
『
い
い
よ
。
…
と
い
う
か
、
今
の
私
の
ジ
ョ
ブ
じ
ゃ
援
護
し
か
で
き
な
い

か
ら
（
汗
』

ホ
ワ
イ
ト
『
ん
じ
ゃ
、
よ
ろ
し
く
☆
』

　
ホ
ワ
イ
ト
は
右
手
を
グ
ー
に
し
、
親
指
を
上
に
立
て
ニ
カ
ッ
と
笑
い
な
が
ら

黒
羽
に
向
け
た
。
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ギ
ャ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！

　
ウ
ワ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！

二
人
『
『
！
！
』
』

　
１
階
の
玄
関
に
続
く
階
段
へ
向
か
っ
て
い
る
と
、
下
か
ら
悲
鳴
が
聞
こ
え
て

き
た
。

黒
羽
『
ホ
ワ
イ
ト
！
』

ホ
ワ
イ
ト
『
う
ん
！
！
』

　
そ
し
て
二
人
は
悲
鳴
の
し
た
方
へ
急
ぐ
の
だ
っ
た
。
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閑
話
　
神
聖
ロ
ー
マ
が
く
れ
た
力
に
つ
い
て
（
後
書
き
）

　
次
こ
そ
、
初
め
て
の
戦
い
で
す
。



37

第
二
話
　
初
め
て
の
戦
い
（
前
書
き
）

　
二
人
が
ト
ニ
ー
も
ど
き
と
戦
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
（
テ
イ
ル
ズ
シ
リ
ー
ズ
）
の

技
が
出
て
き
ま
す
。

　
戦
闘
描
写
っ
て
難
し
い
で
す
…
。
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第
二
話
　
初
め
て
の
戦
い

ホ
ワ
イ
ト
『
さ
ー
て
と
っ
、
久
々
に
暴
れ
ま
す
か
♪
』

　
大
剣
を
構
え
て
、
ホ
ワ
イ
ト
は
楽
し
そ
う
に
言
っ
た
。

黒
羽
『
初
め
て
の
戦
い
…
ち
ょ
っ
と
緊
張
す
る
な
…
。
』

　
こ
れ
が
初
め
て
の
戦
い
で
あ
る
黒
羽
は
真
剣
な
表
情
で
手
に
あ
る
魔
導
書
を

見
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
お
先
に
失
礼
♪
』

　
ホ
ワ
イ
ト
は
早
速
、
ト
ニ
ー
（
？
）
に
向
か
っ
て
駆
け
出
し
大
剣
を
振
り
下

ろ
し
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
ヤ
ア
ッ
！
』

　
サ
ッ

　
し
か
し
ト
ニ
ー
（
？
）
は
そ
れ
を
い
と
も
簡
単
に
避
け
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ト
ニ
ー
「
…
コ
ワ
レ
ロ
…
。
」

　
ホ
ワ
イ
ト
に
攻
撃
を
仕
掛
け
て
き
た
。

黒
羽
『
危
な
い
！
ホ
ワ
イ
ト
！

聖
な
る
光
の
障
壁
よ
、
我
が
仲
間
を
護
り
給
え
…
バ
リ
ア
ー
！
！
』

　
黒
羽
が
呪
文
を
唱
え
る
と
、
ホ
ワ
イ
ト
の
周
り
に
蒼
く
透
き
通
っ
た
大
き
な

ク
リ
ス
タ
ル
の
よ
う
な
も
の
が
現
れ
、
ト
ニ
ー
（
？
）
の
攻
撃
を
防
い
だ
。

黒
羽
『
大
丈
夫
！
？
ホ
ワ
イ
ト
？
』

ホ
ワ
イ
ト
『
お
陰
様
で
☆
ナ
イ
ス
援
護
だ
よ
、
黒
羽
。
』

黒
羽
『
良
か
っ
た
…
。
（
ホ
ッ
』

　
ホ
ワ
イ
ト
の
無
事
を
確
認
で
き
、
黒
羽
は
安
堵
の
溜
め
息
を
つ
い
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
あ
い
つ
、
結
構
速
い
ね
…
ど
う
に
か
動
き
を
止
め
ら
れ
れ
ば
い
い

ん
だ
け
ど
な
…
。
』

黒
羽
『
…
…
！
ね
ぇ
、
ホ
ワ
イ
ト
。
』
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ホ
ワ
イ
ト
『
ん
？
な
あ
に
～
？
。
』

　
ホ
ワ
イ
ト
の
言
葉
に
一
瞬
考
え
込
む
顔
を
し
た
黒
羽
が
、
何
か
思
い
付
い
た

顔
を
し
て
ホ
ワ
イ
ト
に
話
し
掛
け
て
き
た
。

黒
羽
『
あ
い
つ
の
動
き
を
止
め
る
術
を
使
い
た
い
か
ら
、
少
し
の
間
、
時
間
を

稼
い
で
貰
え
な
い
か
な
？
』

ホ
ワ
イ
ト
『
Ｏ
Ｋ
！
任
せ
て
よ
☆
』

　
そ
う
言
う
と
ホ
ワ
イ
ト
は
大
剣
を
レ
イ
ピ
ア
に
変
え
て
、
ト
ニ
ー
（
？
）
に

斬
り
か
か
り
に
行
き
、
黒
羽
は
詠
唱
の
準
備
を
始
め
た
。

黒
羽
『
…
…
…
…
…
…
…
戻
っ
て
！
ホ
ワ
イ
ト
。
』

　
ト
ニ
ー
（
？
）
か
ら
の
攻
撃
に
レ
イ
ピ
ア
で
応
戦
し
て
い
た
ホ
ワ
イ
ト
は
、

黒
羽
の
声
に
反
応
し
、
黒
羽
の
隣
ま
で
一
気
に
跳
ん
で
戻
っ
て
き
た
。

黒
羽
『
聖
な
る
裁
き
、
天
よ
り
降
り
注
げ
…
ホ
ー
リ
ー
ラ
ン
ス
！
！
』

　
黒
羽
が
詠
唱
を
終
え
る
と
、
何
本
も
の
光
の
槍
が
現
れ
、
ト
ニ
ー
（
？
）
に

降
り
注
い
だ
。
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ト
ニ
ー
（
？
）
「
グ
キ
ャ
ー
ー
ー
ー
！
！
」

　
ト
ニ
ー
（
？
）
は
光
の
槍
に
串
刺
し
に
さ
れ
、
動
け
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、

痛
み
に
悲
鳴
を
上
げ
た
。

黒
羽
『
ホ
ワ
イ
ト
！
止
め
を
！
！
』

ホ
ワ
イ
ト
『
了
解
！
行
っ
く
よ
ー
ー
！
！
』

　
ホ
ワ
イ
ト
は
レ
イ
ピ
ア
を
再
び
大
剣
に
変
え
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
月
影
斬
！
！
』

　
ホ
ワ
イ
ト
は
大
剣
の
先
端
が
三
日
月
の
弧
を
描
く
よ
う
に
大
き
く
振
り
回
し
、

ト
ニ
ー
（
？
）
の
額
を
狙
っ
た
。

ト
ニ
ー
（
？
）
『
グ
ギ
ャ
ァ
ァ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
』

　
技
は
見
事
に
命
中
し
、
ト
ニ
ー
（
？
）
は
断
末
魔
の
悲
鳴
を
上
げ
、
倒
れ
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
よ
っ
し
ゃ
！
』



42

　
ホ
ワ
イ
ト
は
念
の
た
め
ト
ニ
ー
（
？
）
か
ら
離
れ
た
。
だ
が
、
ト
ニ
ー
（
？
）

は
動
か
な
か
っ
た
。

　
な
の
で
、
黒
羽
と
ホ
ワ
イ
ト
は
警
戒
し
な
が
ら
ト
ニ
ー
（
？
）
に
近
づ
い
た
。

黒
羽
『
私
達
…
や
っ
た
の
？
』

ホ
ワ
イ
ト
『
う
ん
。
』

黒
羽
『
ト
ニ
ー
（
？
）
を
倒
し
た
の
？
』

ホ
ワ
イ
ト
『
そ
う
だ
よ
♪
』

黒
羽
『
…
…
…
っ
た
ー
…
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
黒
羽
？
』

黒
羽
『
や
っ
た
ー
ー
ー
！
！
』

　
黒
羽
は
普
段
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
あ
ど
け
な
い
笑
顔
を
見
せ
、
ホ

ワ
イ
ト
に
抱
き
付
い
て
き
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
お
っ
と
。
』

　
ホ
ワ
イ
ト
は
思
わ
ず
倒
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
、
何
と
か
耐
え
た
。
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黒
羽
『
や
っ
た
ー
、
や
っ
た
ー
、
や
っ
た
ー
！
！
』

ホ
ワ
イ
ト
『
ち
ょ
っ
と
黒
羽
、
落
ち
着
い
て
。
（
汗
』

　
見
た
こ
と
の
な
い
黒
羽
の
行
動
に
戸
惑
う
ホ
ワ
イ
ト
。

ホ
ワ
イ
ト
『
あ
…
！
？
ト
ニ
ー
（
？
）
が
！
？
』

黒
羽
『
え
っ
！
？
』

　
ホ
ワ
イ
ト
の
言
葉
に
黒
羽
は
よ
う
や
く
離
れ
る
。

　
ト
ニ
ー
（
？
）
は
二
人
の
目
の
前
で
ゆ
っ
く
り
と
透
け
て
行
き
、
そ
し
て
…

黒
羽
『
…
消
え
た
ね
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
…
消
え
ち
ゃ
っ
た
ね
。
』

…
消
え
て
し
ま
っ
た
。

黒
羽
『
…
…
…
…
…
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
…
…
…
…
…
。
』

黒
羽
『
…
で
も
…
。
』
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ホ
ワ
イ
ト
『
ん
？
』

　
黒
羽
は
ホ
ワ
イ
ト
の
方
を
見
て
微
笑
ん
だ
。

黒
羽
『
倒
せ
て
本
当
に
良
か
っ
た
…
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
初
め
て
の
戦
い
に
し
て
は
上
出
来
だ
っ
た
よ
、
黒
羽
。
』

黒
羽
『
あ
り
が
と
う
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
よ
ー
し
、
こ
の
調
子
で
バ
ン
バ
ン
ト
ニ
ー
（
？
）
を
倒
し
て
皆
を

助
け
る
ぞ
～
♪
』

黒
羽
『
ふ
ふ
…
そ
う
だ
ね
。
頑
張
ろ
っ
か
。
』

　
二
人
は
自
分
の
武
器
を
持
っ
て
な
い
方
の
手
を
グ
ー
に
し
て
、
コ
ツ
ン
と
相

手
の
拳
と
ぶ
つ
け
た
。

　
こ
う
し
て
二
人
は
初
め
て
の
戦
い
に
勝
利
し
、
又
、
志
を
新
た
に
す
る
の
だ

っ
た
。
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第
二
話
　
初
め
て
の
戦
い
（
後
書
き
）

　
駄
文
で
す
み
ま
せ
ん
。

　
評
価
や
感
想
を
貰
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。
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第
三
話
　
休
憩
。
そ
し
て
作
戦
会
議
（
前
書
き
）

　
タ
イ
ト
ル
と
は
内
容
が
少
し
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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第
三
話
　
休
憩
。
そ
し
て
作
戦
会
議

ホ
ワ
イ
ト
『
ふ
ぅ
～
～
…
。
疲
れ
た
～
～
～
。
』

黒
羽
『
私
も
…
。
』

　
イ
タ
リ
ア
と
の
接
触
後
、
黒
羽
と
ホ
ワ
イ
ト
は
ま
た
何
体
か
の
ト
ニ
ー
（
？
）

と
戦
い
、
休
憩
の
た
め
、
４
階
の
レ
バ
ー
が
あ
る
部
屋
に
来
て
い
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
黒
羽
も
だ
い
ぶ
戦
い
慣
れ
て
き
た
ね
。
』

黒
羽
『
う
ん
。
ウ
ィ
ザ
ー
ド
と
デ
ィ
ー
バ
は
も
う
、
ほ
ぼ
使
い
こ
な
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
う
よ
。
あ
…
ホ
ワ
イ
ト
、
怪
我
し
て
る
。
ち
ょ
っ
と
見
せ
て
。
』

　
ホ
ワ
イ
ト
の
右
肩
に
は
ト
ニ
ー
（
？
）
に
引
っ
掻
か
れ
た
と
き
に
で
き
た
の

で
あ
ろ
う
切
り
傷
が
あ
っ
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
ん
？
い
や
、
こ
れ
く
ら
い
平
気
だ
よ
♪
』

黒
羽
『
ダ
メ
、
見
せ
な
さ
い
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
む
ー
…
は
～
い
。
』

　
ホ
ワ
イ
ト
は
渋
々
傷
を
黒
羽
に
見
せ
た
。
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黒
羽
『
…
…
…
癒
し
の
光
、
今
こ
こ
に
集
え
…
ヒ
ー
ル
！
』

　
黒
羽
が
呪
文
を
詠
唱
す
る
と
傷
口
に
か
ざ
し
た
手
か
ら
淡
い
黄
色
の
光
が
溢

れ
、
ホ
ワ
イ
ト
の
傷
は
み
る
み
る
治
っ
て
い
っ
た
。

黒
羽
『
…
は
い
！
お
し
ま
い
。
も
う
動
い
て
い
い
よ
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
あ
り
が
と
う
♪
…
な
ん
か
も
う
本
当
に
極
め
た
ね
、
黒
羽
。
』

黒
羽
『
い
や
、
極
め
た
っ
て
ほ
ど
で
は
な
い
よ
…
。
』

　
戦
い
の
ほ
と
ん
ど
で
黒
羽
は
ウ
ィ
ザ
ー
ド
と
デ
ィ
ー
バ
の
状
態
で
い
た
の
で
、

そ
の
２
つ
に
つ
い
て
は
極
め
て
い
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
デ
ィ
ー
バ
で
こ
っ
そ
り
イ
タ
ち
ゃ
ん
達
の
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
ウ

ィ
ザ
ー
ド
の
回
復
呪
文
で
怪
我
治
し
て
あ
げ
た
り
も
で
き
て
た
し
ね
♪
』

黒
羽
『
は
は
…
（
苦
笑
）
、
け
ど
あ
れ
絶
対
怪
し
ま
れ
て
た
よ
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
ま
あ
…
仕
方
な
い
仕
方
な
い
。
』

　
二
人
は
姿
こ
そ
イ
タ
リ
ア
以
外
に
見
ら
れ
は
し
て
な
い
が
（
イ
タ
リ
ア
に
見

ら
れ
た
の
も
最
初
の
接
触
だ
け
だ
が
）
、
デ
ィ
ー
バ
の
時
は
歌
声
を
聴
か
れ
、
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ウ
ィ
ザ
ー
ド
の
時
は
（
癒
し
の
）
光
を
見
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
そ
れ
で
今
は
何
に
な
っ
て
る
ん
だ
っ
け
？
』

　
最
後
の
戦
い
の
と
き
は
ト
ニ
ー
（
？
）
が
２
体
同
時
に
出
て
き
た
の
で
、
二

人
は
そ
れ
ぞ
れ
１
体
ず
つ
と
戦
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
ホ
ワ
イ
ト
は
黒
羽
が
今
、

何
と
何
を
掛
け
持
ち
し
て
お
り
、
ど
う
い
う
風
に
戦
っ
た
の
か
知
ら
な
か
っ
た
。

黒
羽
『
今
は
ね
…
ウ
ィ
ザ
ー
ド
と
ソ
ー
ド
ナ
イ
ト
を
掛
け
持
ち
し
て
て
、
マ
ジ

ッ
ク
ナ
イ
ト
（
魔
法
騎
士
）
で
戦
っ
て
る
よ
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
ふ
ー
ん
…
じ
ゃ
あ
ほ
ぼ
僕
と
同
じ
戦
い
方
し
て
る
っ
て
こ
と
か
。
』

黒
羽
『
そ
う
だ
ね
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
…
…
…
…
…
。
』

黒
羽
『
…
…
…
…
…
。
』

　
黒
羽
と
ホ
ワ
イ
ト
は
沈
黙
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
い

た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
…
…
こ
れ
か
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
で
も
話
し
合
う
？
』

黒
羽
『
そ
う
だ
ね
。
じ
ゃ
あ
ま
ず
…
…
…
…
。
』
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そ
れ
か
ら
二
人
は
こ
れ
か
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
の
後
、
休
憩

し
て
い
た
。

１
５
分
（
？
）
後

黒
羽
『
！
…
ホ
ワ
イ
ト
、
私
達
が
イ
タ
リ
ア
さ
ん
と
会
っ
て
か
ら
結
構
時
間
が

経
っ
た
よ
ね
？
』

　
黒
羽
は
突
然
、
何
か
を
思
い
出
し
た
よ
う
に
ホ
ワ
イ
ト
に
話
し
掛
け
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
う
ん
、
そ
う
だ
ね
。
で
も
そ
れ
が
ど
う
か
し
た
？
黒
羽
。
』

黒
羽
『
だ
と
し
た
ら
、
も
う
す
ぐ
あ
の
イ
ベ
ン
ト
が
起
こ
る
か
も
…
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
あ
の
イ
ベ
ン
ト
？
あ
っ
…
。
』

　
ホ
ワ
イ
ト
は
黒
羽
の
言
う
【
あ
の
イ
ベ
ン
ト
】
が
何
か
一
瞬
分
か
ら
な
か
っ

た
が
、
す
ぐ
に
思
い
付
き
声
を
上
げ
た
。

黒
羽
『
早
く
行
か
な
い
と
プ
ロ
イ
セ
ン
さ
ん
と
フ
ラ
ン
ス
さ
ん
、
ア
メ
リ
カ
さ

ん
が
危
な
い
か
も
。
』
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ホ
ワ
イ
ト
『
急
ご
う
！
』

黒
羽
『
分
か
っ
て
る
。
さ
あ
、
ホ
ワ
イ
ト
。
』

　
黒
羽
は
ホ
ワ
イ
ト
に
左
手
を
差
し
伸
べ
、
ホ
ワ
イ
ト
は
そ
の
手
を
取
っ
た
。

黒
羽
『
行
く
よ
…

　
　
光
よ
、
我
ら
を
導
き
運
び
給
え
…
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
！
』

　
黒
羽
と
ホ
ワ
イ
ト
は
淡
紫
色
の
光
に
包
ま
れ
、
姿
を
消
し
た
。

２
階

　
フ
ォ
ン
…
…

ホ
ワ
イ
ト
『
と
う
ち
ゃ
っ
く
☆
（
小
声
』

黒
羽
『
成
功
し
た
み
た
い
だ
ね
。
（
小
声
』
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二
人
は
黒
羽
の
魔
法
で
２
階
の
階
段
の
傍
に
着
い
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
…
あ
っ
！
！
フ
ラ
兄
見
っ
（
黒
羽
『
し
ー
っ
！
（
ガ
バ
ッ
』
も
ご

も
ご
。
』

　
ホ
ワ
イ
ト
は
フ
ラ
ン
ス
が
丁
度
廊
下
を
曲
が
る
の
を
見
て
声
を
上
げ
、
黒
羽

は
咄
嗟
に
ホ
ワ
イ
ト
の
口
を
塞
い
だ
。

ホ
ワ
イ
ト
『
ム
グ
…
ぷ
は
ー
！
黒
羽
、
今
の
っ
て
！
』

黒
羽
『
フ
ラ
ン
ス
さ
ん
…
だ
っ
た
ね
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
ん
じ
ゃ
、
早
速
作
戦
決
行
だ
ね
♪
健
闘
を
祈
る
！
』

　
ホ
ワ
イ
ト
は
黒
羽
の
方
を
向
き
、
右
手
で
敬
礼
を
し
た
。

黒
羽
『
了
解
。
そ
っ
ち
も
ね
！
』

　
黒
羽
も
口
元
に
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
ホ
ワ
イ
ト
に
敬
礼
（
右
手
）
を
返
し

た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
メ
リ
カ
と
ロ
ッ
様
と
カ
ナ
ち
ゃ
ん
は
任
せ
て
♪
』
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黒
羽
『
私
も
プ
ロ
イ
セ
ン
さ
ん
と
フ
ラ
ン
ス
さ
ん
の
こ
と
、
護
る
よ
。
』

　
そ
う
し
て
二
人
は
お
互
い
の
武
器
を
ク
ロ
ス
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
一
度
、
カ

シ
ャ
ン
と
ぶ
つ
け
た
。

　
黒
羽
は
魔
力
の
籠
っ
た
大
剣
を
両
手
で
持
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
後
を
追
い
、
ホ

ワ
イ
ト
は
柄
に
雷
の
紋
章
が
入
っ
た
刀
を
片
手
に
１
階
へ
と
階
段
を
駆
け
降
り

る
の
だ
っ
た
。
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第
三
話
　
休
憩
。
そ
し
て
作
戦
会
議
（
後
書
き
）

　
次
話
は
、
連
合
＋
カ
ナ
ダ
が
館
に
来
る
話
の
予
定
で
す
。

　
感
想
お
願
い
し
ま
す
＞
（
＿
 

＿
）
＜
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第
四
話
　
連
合
国
＋
カ
ナ
ダ
、
館
に
到
着
（
前
書
き
）

　
連
合
国
＋
カ
ナ
ダ
が
館
に
来
ま
す
。

　
黒
羽
・
ホ
ワ
イ
ト
は
全
く
出
て
き
ま
せ
ん
。

　
動
画
を
文
章
に
し
た
だ
け
の
話
で
す
。
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第
四
話
　
連
合
国
＋
カ
ナ
ダ
、
館
に
到
着

館
の
入
り
口

　
【
あ
る
館
】
の
入
り
口
に
連
合
国
＋
カ
ナ
ダ
が
集
ま
っ
て
い
た
。

中
国
「
本
当
に
こ
ん
な
所
あ
っ
た
あ
る
か
！
」

　
中
国
が
目
の
前
の
館
を
見
て
、
声
を
あ
げ
る
。

イ
ギ
リ
ス
「
噂
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
だ
が
…
あ
る
も
ん
だ
な
。
」

　
イ
ギ
リ
ス
も
館
を
見
て
、
「
同
感
だ
」
と
で
も
言
う
よ
う
に
呟
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
「
こ
の
寂
れ
た
感
じ
が
、
雰
囲
気
あ
っ
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

カ
ナ
ダ
「
僕
は
あ
ん
ま
り
気
乗
り
が
し
な
い
ん
だ
け
ど
…
。
」

　
カ
ナ
ダ
は
少
し
お
ど
お
ど
し
な
が
ら
言
っ
た
。
の
だ
が
…

ア
メ
リ
カ
「
？
今
な
ん
か
声
が
し
な
か
っ
た
か
い
？
」
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ロ
シ
ア
「
ま
た
ま
た
ア
メ
リ
カ
君
た
ら
～
！
何
に
も
聞
こ
え
な
い
じ
ゃ
な
い
～

！
」

　
幻
聴
と
思
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

カ
ナ
ダ
「
…
…
…
…
…
。
」

　
黙
り
こ
む
カ
ナ
ダ
。

ア
メ
リ
カ
「
そ
れ
に
し
て
も
…
…
な
ん
か
あ
ま
り
楽
し
そ
う
な
場
所
で
は
な
さ

そ
う
だ
ね
。
」

　
ア
メ
リ
カ
は
ど
う
に
も
嫌
な
雰
囲
気
を
放
つ
館
を
見
て
不
安
そ
う
に
言
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
…
…
。
」

　
イ
ギ
リ
ス
は
黙
っ
て
館
を
見
つ
め
た
。

ロ
シ
ア
「
ま
ぁ
ち
ょ
っ
と
見
て
帰
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
夕
方
前
に
は
出
ら

れ
る
と
思
う
ん
だ
。
」

中
国
「
そ
う
あ
る
な
。
我
も
あ
ん
ま
り
長
居
し
た
く
ね
ぇ
あ
る
！
」
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ロ
シ
ア
は
い
つ
も
通
り
楽
し
そ
う
に
笑
い
、
中
国
も
そ
れ
に
同
意
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
「
ん
じ
ゃ
、
取
り
あ
え
ず
入
っ
て
み
る
か
。
」

　
ガ
チ
ャ
ッ
、
ギ
イ
ィ
…

　
扉
は
鈍
い
音
を
発
て
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
開
い
た
。

　
そ
し
て
連
合
＋
カ
ナ
ダ
は
館
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
る
の
だ
っ
た
。

玄
関

ロ
シ
ア
「
お
化
け
が
出
る
っ
て
噂
が
あ
る
ん
だ
よ
ね
。
だ
か
ら
誰
も
近
寄
ら
な



59

い
…
。
」

　
館
に
入
り
、
ロ
シ
ア
は
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
の
前
で
口
を
開
い
た
。

ア
メ
リ
カ
「
確
か
に
。
な
ん
だ
か
薄
気
味
悪
い
所
な
ん
だ
ぞ
。
」

カ
ナ
ダ
「
あ
れ
？
珍
し
い
ね
ア
メ
リ
カ
。
怖
い
の
？
」

　
普
段
な
ら
人
前
で
は
怖
が
ら
な
い
ア
メ
リ
カ
の
言
葉
を
不
思
議
に
思
っ
た
カ

ナ
ダ
が
ア
メ
リ
カ
に
声
を
掛
け
る
。

ア
メ
リ
カ
「
違
う
よ
！
で
も
な
ん
か
…
…
…
…
あ
れ
？
中
国
達
が
い
な
い
じ
ゃ

な
い
か
。
」

　
玄
関
に
い
る
の
が
自
分
達
だ
け
な
の
に
よ
う
や
く
気
付
い
た
ア
メ
リ
カ
。

ロ
シ
ア
「
え
ー
と
ね
～
。
１
階
は
任
せ
た
っ
て
言
っ
て
、
さ
っ
さ
と
２
階
に
行

っ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
。
」

　
ア
メ
リ
カ
の
疑
問
に
ロ
シ
ア
は
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
い
な
が
ら
答
え
た
。

ア
メ
リ
カ
「
フ
ー
ン
。
じ
ゃ
あ
俺
達
は
…
…
」
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バ
タ
ン
ッ

　
大
き
な
黒
い
影
…
ト
ニ
ー
（
？
）
が
か
な
り
の
速
さ
で
三
人
、
否
ア
メ
リ
カ

へ
迫
っ
て
い
っ
た
。



61

２
階

フ
ラ
ン
ス
「
中
は
思
っ
た
よ
り
綺
麗
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

　
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
中
国
は
２
階
に
来
て
い
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
そ
、
そ
う
だ
け
ど
よ
…
。
な
ぁ
、
帰
ら
な
い
か
？
」

　
い
つ
も
強
気
な
イ
ギ
リ
ス
は
珍
し
く
弱
気
だ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
「
な
ん
だ
よ
イ
ギ
リ
ス
。
怖
い
の
か
？
」

　
そ
ん
な
イ
ギ
リ
ス
を
フ
ラ
ン
ス
が
か
ら
か
う
。

イ
ギ
リ
ス
「
ち
っ
ち
げ
ぇ
よ
ば
か
！
！
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
な
ん
か
こ
こ
…
…
。

」　
即
座
に
イ
ギ
リ
ス
は
フ
ラ
ン
ス
に
対
抗
し
た
。
だ
が
、
そ
の
顔
は
や
は
り
不

安
そ
う
で
威
勢
が
な
い
。

中
国
「
は
ぁ
。
全
く
馬
鹿
馬
鹿
し
い
あ
る
。
お
化
け
な
ん
か
。
い
る
は
ず
ね
ぇ
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あ
る
。
と
っ
と
と
帰
る
よ
ろ
し
。
」

　
中
国
は
二
人
に
呆
れ
な
が
ら
冷
静
に
言
い
、
奥
の
部
屋
に
向
か
お
う
と
１
人

歩
き
出
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
「
お
い
お
い
。
一
人
で
見
て
回
る
の
か
？
」

中
国
「
そ
こ
の
部
屋
を
覗
い
て
み
る
だ
け
あ
る
。
少
し
異
臭
が
す
る
あ
る
よ
。
」

　
フ
ラ
ン
ス
に
話
し
掛
け
ら
れ
、
中
国
は
あ
る
部
屋
の
前
で
立
ち
止
ま
っ
た
。

…
少
々
顔
を
歪
め
な
が
ら
。

フ
ラ
ン
ス
「
え
。
そ
れ
マ
ズ
く
な
い
か
？
ち
ょ
、
待
て
っ
て
！
」

　
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
も
中
国
を
追
っ
て
異
臭
の
す
る
部
屋
の
前
に
来
た
。

フ
ラ
ン
ス
「
な
ー
ん
か
こ
こ
、
嫌
な
感
じ
が
し
て
た
ま
ら
な
い
っ
つ
ー
か
…
…
。

本
当
に
出
そ
う
だ
な
。
こ
り
ゃ
。
」

イ
ギ
リ
ス
「
…
…
…
。
」

　
無
言
に
な
る
イ
ギ
リ
ス
。
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フ
ラ
ン
ス
「
お
前
さ
っ
き
か
ら
だ
ん
ま
り
だ
け
ど
ど
う
し
た
の
よ
？
い
つ
も
み

た
い
に
変
な
の
で
も
い
た
？
」

　
フ
ラ
ン
ス
が
威
勢
の
無
い
イ
ギ
リ
ス
を
不
審
に
思
い
、
話
し
掛
け
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
…
…
…
。
い
ね
ぇ
ん
だ
。
何
も
。
」

中
国
「
ロ
シ
ア
と
か
そ
の
他
は
１
階
に
い
る
あ
る
よ
。
」

　
イ
ギ
リ
ス
の
言
葉
に
中
国
は
「
何
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
？
」
と
で
も
言
い
た

そ
う
な
口
調
で
答
え
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
い
や
、
そ
り
ゃ
分
か
っ
て
る
け
ど
よ
。
こ
こ
、
そ
う
い
う
の
が
全

く
い
ね
ぇ
っ
つ
ー
か
…
な
ん
つ
っ
た
ら
い
い
の
か
、
そ
う
言
う
の
も
含
め
て
全

部
、
何
も
か
も
食
わ
れ
た
っ
て
…
感
じ
が
…
」

　
イ
ギ
リ
ス
は
少
し
言
い
づ
ら
そ
う
に
し
な
が
ら
も
、
自
分
の
感
じ
て
い
る
こ

と
を
素
直
に
フ
ラ
ン
ス
と
中
国
に
伝
え
た
。

フ
ラ
ン
ス
「
い
つ
も
の
幻
覚
が
見
え
な
い
っ
て
こ
と
か
？
幻
覚
す
ら
食
わ
れ
た

空
間
っ
て
こ
と
な
ら
早
々
に
引
き
上
げ
る
べ
き
か
も
な
。
」

中
国
「
そ
の
意
見
に
は
同
意
あ
る
。
な
ら
、
我
は
さ
ら
に
上
の
階
を
見
て
く
る

あ
る
。
あ
へ
ん
は
ど
う
す
る
あ
る
？
」
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中
国
も
フ
ラ
ン
ス
の
意
見
に
賛
成
し
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
イ
ギ
リ
ス
に

聞
い
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
こ
の
階
は
あ
ま
り
居
た
く
ね
ぇ
。
俺
も
上
の
階
に
行
く
ぜ
。
」

　
ど
う
や
ら
イ
ギ
リ
ス
も
中
国
と
共
に
上
の
階
を
見
て
回
る
こ
と
に
し
た
よ
う

だ
。

フ
ラ
ン
ス
「
あ
ら
。
お
兄
さ
ん
一
人
？
じ
ゃ
あ
、
上
の
階
調
べ
て
き
た
ら
、
ま

た
こ
こ
で
落
ち
合
う
っ
て
こ
と
で
。
」

中
国
「
了
解
あ
る
。
じ
ゃ
、
２
階
は
任
せ
た
あ
る
よ
。
」

イ
ギ
リ
ス
「
３
０
分
も
あ
り
ゃ
十
分
だ
ろ
。
寝
て
ん
な
よ
。
フ
ラ
ン
ス
」

フ
ラ
ン
ス
「
任
せ
な
さ
い
っ
て
～
。
じ
ゃ
、
ま
た
後
で
な
。
」

　
話
は
ま
と
ま
り
フ
ラ
ン
ス
は
２
階
、
イ
ギ
リ
ス
＆
中
国
は
上
の
階
を
見
て
回

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
は
異
臭
の
す
る
部
屋
か
ら
離
れ
、
ど
こ
か
へ
歩
き
始
め
た
。

中
国
「
フ
ラ
ン
ス
は
あ
っ
ち
の
部
屋
か
ら
見
て
回
る
あ
る
か
。
」
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フ
ラ
ン
ス
「
そ
～
。
そ
の
部
屋
や
ば
そ
う
な
ん
だ
ろ
？
そ
ん
な
の
後
後
！
」

　
そ
の
ま
ま
フ
ラ
ン
ス
は
探
索
を
始
め
た

イ
ギ
リ
ス
「
早
く
行
こ
う
ぜ
。
ア
メ
リ
カ
を
待
た
せ
る
と
色
々
う
る
さ
そ
う
だ
。

」中
国
「
お
前
顔
色
悪
い
あ
る
な
。
こ
こ
と
の
相
性
最
悪
そ
う
あ
る
。
」

　
中
国
は
イ
ギ
リ
ス
に
そ
う
言
う
と
、
イ
ギ
リ
ス
を
置
い
て
上
の
階
へ
と
続
く

階
段
に
向
か
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
…
…
…
こ
れ
ほ
ど
［
見
え
な
い
］
こ
と
を
羨
ま
し
い
と
思
う
と
は

な
…
。
」

　
ぼ
そ
っ
、
と
イ
ギ
リ
ス
は
呟
い
た
。

中
国
「
何
か
言
っ
た
あ
る
か
？
聞
こ
え
な
か
っ
た
あ
へ
ん
。
」

　
中
国
に
は
聞
こ
え
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

イ
ギ
リ
ス
「
な
ん
で
も
ね
ぇ
。
」



66

　
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
は
上
の
階
へ
と
上
が
っ
て
行
っ
た
。
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第
四
話
　
連
合
国
＋
カ
ナ
ダ
、
館
に
到
着
（
後
書
き
）

　
次
話
は
イ
ギ
リ
ス
＆
中
国
が
館
内
を
探
索
す
る
話
の
予
定
で
す
。

　
感
想
や
評
価
、
お
願
い
し
ま
す
！
！
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第
五
話
　
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
～
探
索
～
（
前
書
き
）

　
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
が
３
階
・
４
階
の
部
屋
を
見
て
回
る
話
で
す
。

　
ホ
ワ
イ
ト
が
少
し
だ
け
出
て
き
ま
す
。
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第
五
話
　
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
～
探
索
～

３
階

　
３
階
に
着
い
た
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
は
、
ま
ず
一
番
階
段
に
近
い
部
屋
か
ら
探

索
を
始
め
た
。

　
ガ
チ
ャ
ッ

　
ド
ア
を
開
け
る
と
そ
こ
に
は
数
え
切
れ
な
い
程
の
本
が
本
棚
に
仕
舞
わ
れ
て

い
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
す
っ
げ
ー
本
の
数
だ
な
。
日
本
の
方
が
詳
し
そ
う
だ
。
」

　
本
を
見
て
イ
ギ
リ
ス
は
世
界
会
議
の
会
場
に
残
し
て
き
た
友
人
、
日
本
を
思

い
出
し
た
。

中
国
「
…
…
は
ぁ
。
日
本
と
一
緒
に
回
り
た
か
っ
た
あ
る
。
」

イ
ギ
リ
ス
「
俺
だ
っ
て
お
前
よ
か
日
本
の
方
が
い
い
ぜ
。
そ
う
い
え
ば
日
本
か

ら
返
事
は
来
た
か
？
」

　
中
国
は
弟
で
あ
る
日
本
と
一
緒
が
良
か
っ
た
と
言
い
、
イ
ギ
リ
ス
も
日
本
と

一
緒
が
良
か
っ
た
と
言
い
返
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
日
本
か
ら
返
信
が
来
た
か
尋
ね
た
。
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中
国
「
返
事
？
あ
ぁ
、
メ
ー
ル
送
っ
た
や
つ
あ
る
か
。
さ
っ
き
見
た
ら
、
圏
外

だ
っ
た
あ
る
。
」

イ
ギ
リ
ス
「
あ
、
俺
も
だ
。
電
波
悪
い
の
か
…
…
。
日
本
も
来
た
が
っ
て
た
ら

大
変
だ
な
。
早
く
出
よ
う
ぜ
。
」

　
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
、
ど
ち
ら
の
ケ
ー
タ
イ
も
館
内
で
は
圏
外
に
な
っ
て
い
た
。

中
国
「
日
本
が
来
た
が
る
と
は
思
え
ね
ぇ
あ
る
…
。
」

　
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
は
図
書
室
を
で
て
、
３
階
に
あ
る
も
う
一
つ
の
部
屋
へ
と

向
か
っ
た
。

　
ガ
チ
ャ
ッ

　
部
屋
の
真
ん
中
に
は
１
台
の
真
っ
白
な
ピ
ア
ノ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
部
屋
全

体
が
異
様
な
程
、
白
く
塗
り
潰
さ
れ
て
い
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
な
ん
か
気
に
な
る
な
。
こ
の
部
屋
。
」
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部
屋
の
中
に
は
ピ
ア
ノ
と
棚
が
４
つ
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。

　
３
階
に
は
特
に
変
な
も
の
が
な
か
っ
た
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
は
４
階
へ

と
上
が
っ
た
。

４
階

　
二
人
は
階
段
傍
の
部
屋
を
先
に
調
べ
始
め
た
。

　
ガ
チ
ャ
ッ

　
部
屋
に
は

・
ベ
ッ
ド

・
ソ
フ
ァ

・
テ
ー
ブ
ル

・
カ
ー
ペ
ッ
ト

・
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト

・
タ
ン
ス

・
レ
バ
ー
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が
あ
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
は
レ
バ
ー
の
横
の
壁
に
貼
っ
て
あ
る
怪
し
い
紙
を
読
ん
だ
。

イ
ギ
リ
ス
「
な
に
な
に
？

［
上
は
天
国
。
真
ん
中
は
地
上
。
下
は
地
獄
。
］

か
。
」

　
紙
に
は
不
可
解
な
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
下
手
に
動
か
さ
ね
ぇ
ほ
う
が
い
い
な
。
」

　
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
レ
バ
ー
を
放
置
す
る
こ
と

に
し
た
。

　
二
人
は
も
う
一
つ
の
部
屋
へ
来
た
。

　
ガ
チ
ャ
ッ

　
今
度
の
部
屋
に
は

・
テ
ー
ブ
ル
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・
イ
ス

・
棚

・
タ
ン
ス

・
怪
し
げ
な
赤
い
椅
子

が
あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
お
！
こ
れ
は
！
」

　
イ
ギ
リ
ス
は
怪
し
げ
な
赤
い
椅
子
を
見
て
、
少
し
嬉
し
そ
う
な
声
を
出
し
た
。

中
国
「
趣
味
の
悪
い
椅
子
あ
る
な
。
ど
こ
ぞ
の
呪
わ
れ
た
椅
子
み
た
い
あ
る
。
」

イ
ギ
リ
ス
「
…
…
…
。
」

　
黙
る
イ
ギ
リ
ス
。

イ
ギ
リ
ス
「
で
、
結
局
４
階
ま
で
来
ち
ま
っ
た
け
ど
…
…
別
に
普
通
だ
っ
た
な
。

空
気
は
最
悪
だ
が
。
」

中
国
「
ま
だ
嫌
な
予
感
は
消
え
て
ね
ぇ
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
と
合
流
し
て
と
っ
と

と
帰
る
よ
ろ
し
！
」

　
中
国
も
気
分
が
悪
く
な
る
程
で
は
無
い
が
、
嫌
な
感
じ
は
し
て
い
た
ら
し
い
。

イ
ギ
リ
ス
「
だ
な
。
ん
じ
ゃ
、
と
っ
と
と
…
…
」
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バ
ン
ッ

　
パ
パ
パ
ン
　
パ
パ
パ
ン
　
パ
パ
パ
ン

　
下
か
ら
銃
声
が
響
い
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
こ
の
音
…
」

中
国
「
ア
メ
リ
カ
の
拳
銃
の
音
あ
る
か
？
あ
い
つ
発
砲
し
す
ぎ
あ
る
。
」

　
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
は
慣
れ
て
い
る
の
か
、
冷
静
に
言
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
と
言
う
か
、
何
か
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」

中
国
「
こ
ん
な
場
所
で
あ
る
か
？
ロ
シ
ア
の
挑
発
に
で
も
乗
っ
た
ん
じ
ゃ
ね
ぇ

あ
る
か
？
」

イ
ギ
リ
ス
「
し
ょ
う
が
ね
ぇ
な
。
あ
い
つ
ら
割
と
本
気
で
じ
ゃ
れ
合
う
か
ら
な

ぁ
…
」

中
国
「
い
や
…
じ
ゃ
れ
て
る
の
と
は
ま
た
違
う
気
が
す
る
あ
る
。
と
に
か
く
、

フ
ラ
ン
ス
と
合
流
し
て
見
に
行
く
よ
ろ
し
。
」

イ
ギ
リ
ス
「
っ
は
ぁ
～
～
！
し
ょ
う
が
ね
ぇ
な
～
！
！
」
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イ
ギ
リ
ス
は
大
き
な
た
め
息
を
つ
き
、
フ
ラ
ン
ス
と
合
流
す
る
た
め
に
２
階

に
戻
ろ
う
と
部
屋
か
ら
出
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
…

イ
ギ
リ
ス
「
ん
？
何
だ
こ
の
紙
？
」

　
イ
ギ
リ
ス
は
赤
い
椅
子
の
近
く
に
落
ち
て
い
る
紙
に
気
づ
き
、
拾
い
上
げ
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
な
に
な
に
？

［
ピ
ア
ノ
は
奏
で
る
鍵
へ
の
コ
ー
ド
、
鍵
は
開
く
よ
タ
ル
タ
ロ
ス
の
戸
］

…
ど
う
い
う
意
味
だ
？
」

　
紙
に
は
先
程
の
レ
バ
ー
横
の
紙
と
同
じ
よ
う
に
不
可
解
な
言
葉
が
記
さ
れ
て

い
た
。
た
だ
、
先
程
の
紙
と
は
違
っ
て
い
た
の
は
…

中
国
「
何
あ
る
か
？
こ
の
マ
ー
ク
。
」

　
紙
の
最
後
に
黒
い
羽
根
と
白
い
羽
根
で
作
ら
れ
た
十
字
架
の
マ
ー
ク
が
入
っ

て
い
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
…
一
応
持
っ
て
い
く
か
。
」
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イ
ギ
リ
ス
は
紙
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
仕
舞
っ
た
。

　
二
人
は
４
階
を
後
に
し
た
。

　
ス
ッ
（
ホ
ワ
イ
ト
が
姿
を
現
す
音
）

ホ
ワ
イ
ト
『
ふ
ぅ
～
～
。
ギ
リ
ギ
リ
セ
ー
フ
！
！
危
な
く
時
間
切
れ
に
な
る
と

こ
ろ
だ
っ
た
よ
。
』

　
ホ
ワ
イ
ト
は
ほ
ん
の
数
秒
前
ま
で
［
ト
ラ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン
ト
］
と
い
う
魔
法

で
透
明
に
な
り
、
赤
い
椅
子
の
後
ろ
に
隠
れ
て
い
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
［
ヒ
ン
ト
］
を
書
い
た
紙
に
も
気
づ
い
て
く
れ
た
し
…
ま
、
良
か

っ
た
良
か
っ
た
。
』

　
先
程
の
紙
は
ホ
ワ
イ
ト
と
黒
羽
が
用
意
し
た
も
の
だ
っ
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
ほ
ん
じ
ゃ
ま
、
も
う
少
し
イ
ギ
ギ
と
に
ー
に
を
見
守
っ
て
お
き
ま

す
か
♪
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…
形
は
あ
れ
ど
姿
は
見
え
ず
、
触
れ
こ
そ
す
れ
や
は
り
姿
は
見
え
ぬ
…
…
ト
ラ

ン
ス
ペ
ア
レ
ン
ト
！
』

　
ホ
ワ
イ
ト
は
呪
文
を
唱
え
る
と
透
明
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
の
後
を
追
い
、
３
階
に
降
り
て
い
っ
た
。
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第
五
話
　
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
～
探
索
～
（
後
書
き
）

　
次
話
は
イ
ギ
リ
ス
・
中
国
が
フ
ラ
ン
ス
と
合
流
す
る
た
め
に
２
階
へ
行
く
話

で
す
。
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第
六
話
　
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
　
～
２
階
に
て
～
（
前
書
き
）

　
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
が
２
階
で
あ
れ
こ
れ
話
す
話
で
す
。

　
今
度
は
黒
羽
も
ホ
ワ
イ
ト
も
出
て
き
ま
す
！
…
少
し
だ
け
で
す
が
…
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第
六
話
　
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
　
～
２
階
に
て
～

２
階

イ
ギ
リ
ス
「
１
５
分
か
…
。
」

　
二
人
が
２
階
に
着
い
て
か
ら
１
５
分
が
経
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
…
…
フ
ラ
ン
ス
の
や
つ
、
来
な
い
ぞ
？
」

　
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
は
姿
を
現
さ
な
い
。

中
国
「
ど
う
い
う
こ
と
あ
る
か
？
２
階
な
ん
か
す
ぐ
に
見
終
わ
る
は
ず
あ
る
。
」

イ
ギ
リ
ス
「
待
つ
の
に
飽
き
て
と
っ
と
と
下
に
行
っ
た
ん
だ
ろ
？
」

　
イ
ギ
リ
ス
は
半
ば
呆
れ
る
よ
う
に
言
っ
た
。

中
国
「
…
…
ま
ぁ
、
確
か
に
飽
き
る
要
素
は
あ
る
ね
。
入
れ
違
い
に
な
る
と
面

倒
あ
る
か
ら
、
軽
く
２
階
の
部
屋
覗
い
て
く
る
あ
る
。
お
前
は
こ
こ
で
待
っ
て

る
よ
ろ
し
！
」

イ
ギ
リ
ス
「
そ
う
だ
な
。
入
れ
違
い
に
な
る
と
ま
た
面
倒
だ
。
」
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イ
ギ
リ
ス
は
階
段
下
で
待
機
し
、
中
国
は
２
階
の
部
屋
い
く
つ
か
覗
い
た
。

そ
し
て
例
の
異
臭
の
す
る
部
屋
に
来
た
。

中
国
「
薪
を
燃
や
し
た
跡
…
…
あ
る
か
。
異
臭
は
こ
れ
が
原
因
あ
る
ね
。
」

　
中
国
は
納
得
す
る
よ
う
に
暖
炉
を
見
た
。

中
国
「
…
…
…
。
」

　
暖
炉
の
中
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
中
国
。

中
国
「
…
…
…
は
？
」

　
中
国
は
暖
炉
の
中
に
【
あ
る
も
の
】
を
見
つ
け
固
ま
っ
た
。

中
国
「
こ
れ
、
も
し
か
し
な
く
て
も
…
…
日
本
の
服
、
あ
る
。
」

　
中
国
は
半
分
焼
け
た
日
本
の
服
を
暖
炉
か
ら
取
り
出
し
た
。

中
国
「
な
、
な
ん
で
こ
ん
な
に
血
の
跡
が
つ
い
て
る
あ
る
…
。
暖
炉
の
中
…
色

ん
な
物
が
燃
え
た
跡
が
あ
る
ね
。
で
も
、
何
を
燃
や
し
た
の
か
分
か
ら
ね
ぇ
あ
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る
。
」

　
中
国
は
日
本
の
服
を
持
っ
て
階
段
下
に
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
と
こ
ろ
へ
急
い
だ
。

イ
ギ
リ
ス
「
ど
う
だ
っ
た
？
い
た
か
？
」

中
国
「
…
…
…
。
」

イ
ギ
リ
ス
「
お
前
…
顔
真
っ
青
じ
ゃ
な
い
か
！
な
、
何
持
っ
て
る
ん
だ
よ
…
」

中
国
「
に
…
…
日
本
の
服
あ
る
…
…
。
半
分
は
燃
え
て
し
ま
っ
た
あ
る
が
…
。
」

　
中
国
は
イ
ギ
リ
ス
に
見
つ
け
た
日
本
の
服
を
震
え
る
手
で
見
せ
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
こ
れ
…
血
、
だ
よ
な
？
え
？
日
本
の
服
っ
て
…
…
ま
さ
か
ア
イ
ツ

等
！
！
」

　
イ
ギ
リ
ス
も
顔
を
青
く
し
な
が
ら
叫
ん
だ
。

中
国
「
こ
こ
は
危
険
あ
る
！
で
も
、
日
本
が
い
る
ん
な
ら
話
は
違
う
あ
る
ね
！

我
は
日
本
を
探
し
て
か
ら
帰
る
あ
る
！
！
」

　
中
国
は
「
弟
が
い
る
な
ら
話
は
別
だ
」
と
声
を
裏
返
し
て
叫
ぶ
様
に
イ
ギ
リ
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ス
に
言
い
放
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
お
、
落
ち
着
け
っ
て
！
冷
静
に
考
え
て
み
ろ
よ
！
何
で
日
本
が
こ

こ
に
来
て
い
る
ん
だ
よ
。
」

　
イ
ギ
リ
ス
は
何
と
か
取
り
乱
し
て
い
る
中
国
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
い
い
か
？
俺
達
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ホ
な
話
に
乗
っ
て
面
倒
だ
け

ど
暇
つ
ぶ
し
が
て
ら
に
来
た
ん
だ
ぞ
？
」

中
国
「
だ
か
ら
何
が
お
か
し
い
あ
る
か
！
」

　
痺
れ
を
切
ら
し
た
様
に
中
国
は
イ
ギ
リ
ス
に
怒
鳴
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
お
前
言
っ
た
よ
な
？
日
本
に
メ
ー
ル
を
送
っ
た
っ
て
。
日
本
と
直

接
世
界
会
議
の
会
場
で
話
し
た
時
、
あ
い
つ
は
『
善
処
し
ま
す
。
』
つ
っ
て
、

い
つ
も
通
り
め
ん
ど
く
せ
ぇ
！
と
か
思
っ
て
来
な
か
っ
た
。

で
、
こ
の
舘
の
中
に
入
る
時
に
『
今
着
い
た
』
っ
て
メ
ー
ル
送
っ
て
、
あ
い
つ

か
ら
『
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
』
っ
て
返
事
が
一
度
だ
け
来
た
だ
ろ
。
で
も
そ

れ
は
、
日
本
が
【
世
界
会
議
の
会
場
】
か
ら
送
っ
た
ん
だ
ぞ
！
？
」

中
国
「
！
あ
…
…
。
」

　
中
国
は
イ
ギ
リ
ス
の
話
を
聞
き
、
日
本
が
こ
の
場
に
い
る
事
は
有
り
得
な
い
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と
分
か
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
ち
ゃ
ん
と
考
え
ろ
。
あ
い
つ
は
今
、
世
界
会
議
の
会
場
に
い
る
！

俺
等
よ
り
先
に
来
て
い
る
こ
と
は
［
有
り
得
な
い
］
ん
だ
。
」

中
国
「
じ
ゃ
、
じ
ゃ
あ
こ
れ
は
何
あ
る
か
！
こ
の
服
は
、
日
本
が
今
日
着
て
い

た
の
と
同
じ
あ
る
！
な
ん
で
同
じ
服
が
、
真
新
し
い
状
態
で
暖
炉
の
中
で
燃
え

て
い
た
あ
る
か
！
」

　
中
国
は
日
本
の
服
を
強
く
握
り
締
め
、
イ
ギ
リ
ス
に
言
い
放
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
そ
れ
は
…
」

　
理
由
が
思
い
付
か
ず
、
さ
す
が
に
イ
ギ
リ
ス
も
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
た
。

中
国
「
フ
ラ
ン
ス
も
い
ね
ぇ
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
何
か
発
砲
し
て
い
た
あ
る
。

こ
こ
は
お
か
し
す
ぎ
る
ね
！
我
、
皆
に
相
談
し
て
く
る
あ
る
。
」

イ
ギ
リ
ス
「
分
か
っ
た
。
と
に
か
く
戻
ろ
う
ぜ
。
日
本
の
だ
っ
て
可
能
性
は
…

…
…
確
か
に
絶
対
と
は
言
え
ね
ぇ
か
も
し
れ
ん
。
」

　
二
人
は
珍
し
く
意
見
を
揃
え
る
と
他
の
メ
ン
バ
ー
が
居
る
は
ず
の
１
階
へ
向

か
っ
た
。
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ス
ッ
（
ホ
ワ
イ
ト
が
姿
を
現
す
音
）

　
ホ
ワ
イ
ト
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
大
き
さ
６
ｃ
ｍ
、
楕
円
形
の
銀
色
の
石
を
取
り

出
し
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
も
し
も
し
黒
羽
、
聞
こ
え
る
？
』

黒
羽
『
…
も
し
も
し
、
ホ
ワ
イ
ト
？
聞
こ
え
る
よ
。
』

　
石
か
ら
は
紅
い
光
が
出
て
き
て
、
紅
い
光
か
ら
は
黒
羽
の
声
が
聞
こ
え
て
き

た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
イ
ギ
ギ
と
に
ー
に
、
１
階
に
行
っ
た
か
ら
。
』

黒
羽
『
そ
う
な
の
？
…
分
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
さ
ん
と
カ
ナ
ダ
さ
ん
は
【
あ
い
つ
】

と
交
戦
中
だ
よ
。
な
ん
と
か
戦
え
て
る
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
危
な
そ
う
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
そ
っ
か
。
…
あ
、
ヒ
ン
ト
の
紙
は
ち
ゃ
ん
と
二
人
の
手
に
渡
っ
た

よ
♪
…
解
読
は
で
き
て
な
か
っ
た
け
ど
ね
～
。
』
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黒
羽
『
は
は
…
や
っ
ぱ
り
解
読
は
カ
ナ
ダ
さ
ん
に
任
せ
な
い
と
い
け
な
い
ね
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
カ
ー
ナ
ー
ン
！
カ
ー
ナ
ー
ン
！
！
』

　
ホ
ワ
イ
ト
は
と
て
も
楽
し
そ
う
に
コ
ー
ル
し
た
。

黒
羽
『
あ
…
イ
ギ
リ
ス
さ
ん
達
が
来
た
み
た
い
だ
か
ら
、
通
信
切
る
ね
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
Ｏ
Ｋ
☆
…
黒
羽
、
気
を
付
け
て
ね
。
』

黒
羽
『
う
ん
！
大
丈
夫
だ
よ
。
』

ホ
ワ
イ
ト
『
じ
ゃ
あ
…
ま
た
後
で
♪
』

黒
羽
『
ま
た
後
で
。
』

　
ス
ー
ー
…

　
紅
い
光
は
空
気
に
溶
け
る
よ
う
に
し
て
、
消
え
て
し
ま
っ
た
。

　
ホ
ワ
イ
ト
は
石
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
仕
舞
い
、
後
で
落
ち
合
う
予
定
に
な
っ
て
い

る
ピ
ア
ノ
の
部
屋
へ
と
、
ト
ニ
ー
（
？
）
を
警
戒
し
な
が
ら
向
か
う
の
だ
っ
た
。
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第
六
話
　
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
　
～
２
階
に
て
～
（
後
書
き
）

　
次
話
は
１
階
で
イ
ギ
リ
ス
・
中
国
・
ロ
シ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
日
本
が
集
ま
る
話

の
予
定
で
す
。

　
感
想
、
評
価
お
願
い
し
ま
す
！
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第
七
話
　
合
流
、
そ
し
て
戦
闘
（
前
書
き
）

　
イ
ギ
リ
ス
・
中
国
・
ロ
シ
ア
・
カ
ナ
ダ
が
ト
ニ
ー
も
ど
き
と
戦
い
ま
す
。

　
黒
羽
と
ホ
ワ
イ
ト
は
出
ま
せ
ん
。



89

第
七
話
　
合
流
、
そ
し
て
戦
闘

１
階

　
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
は
１
階
に
降
り
て
、
廊
下
を
左
に
進
ん
だ
。

　
ま
ず
、
進
ん
で
す
ぐ
に
あ
っ
た
部
屋
に
入
っ
た
。

　
ガ
チ
ャ
ッ

中
国
「
ま
た
図
書
室
あ
る
か
？
」

イ
ギ
リ
ス
「
ア
メ
リ
カ
達
は
…
…
い
ね
ぇ
み
て
え
だ
な
。
他
の
部
屋
を
探
す
か

…
。
」

　
二
人
は
図
書
室
を
後
に
し
、
奥
の
部
屋
に
入
っ
た
。

　
ガ
チ
ャ
ッ

イ
ギ
リ
ス
「
！
う
わ
っ
！
！
な
っ
！
え
？
は
ぁ
！
？
」

中
国
「
っ
！
！
な
、
な
に
あ
る
か
あ
の
化
け
物
！
！
」

　
部
屋
に
入
る
と
、
灰
色
の
巨
大
な
化
け
物
…
ト
ニ
ー
（
？
）
が
ロ
シ
ア
と
カ
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ナ
ダ
を
襲
っ
て
い
た
。

ロ
シ
ア
「
や
ぁ
。
二
人
共
遅
か
っ
た
ね
。
見
て
の
通
り
、
襲
わ
れ
中
み
た
い
。
」

カ
ナ
ダ
「
お
お
二
人
共
っ
…
…
に
、
に
げ
…
逃
げ
た
方
が
…
」

　
ロ
シ
ア
は
後
ろ
に
カ
ナ
ダ
を
庇
い
な
が
ら
、
い
つ
も
の
よ
う
に
ニ
コ
ニ
コ
と

イ
ギ
リ
ス
・
中
国
に
話
し
掛
け
た
。

　
カ
ナ
ダ
は
ロ
シ
ア
の
後
ろ
で
ト
ニ
ー
（
？
）
に
怯
え
て
い
た
。

　
ガ
ッ
！
！

カ
ナ
ダ
「
！
ロ
ッ
…
ロ
シ
ア
さ
ん
！
！
」

　
ト
ニ
ー
（
？
）
は
一
瞬
で
ロ
シ
ア
に
迫
り
、
攻
撃
を
仕
掛
け
て
き
た
。

ロ
シ
ア
「
っ
…
…
た
い
な
ぁ
。
や
っ
ぱ
こ
ん
な
所
に
あ
る
水
道
管
じ
ゃ
全
然
ダ

メ
だ
ね
。
最
初
か
ら
自
分
の
に
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
よ
。
」

　
そ
う
言
う
と
ロ
シ
ア
は
水
道
管
を
取
り
出
し
た
。

カ
ナ
ダ
「
む
、
無
理
で
す
っ
て
！
自
分
の
っ
て
言
っ
て
も
、
た
だ
の
蛇
口
で
す
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よ
！
？
」

　
カ
ナ
ダ
は
ロ
シ
ア
の
後
ろ
か
ら
必
死
に
な
っ
て
訴
え
た
。
が
…

　
ザ
ッ
！
！

中
国
「
は
ぁ
ぁ
ぁ
！
？
な
ん
で
た
だ
の
水
道
管
が
剣
に
な
っ
て
る
あ
る
！
」

　
ロ
シ
ア
の
水
道
管
は
剣
に
な
り
、
ト
ニ
ー
（
？
）
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い

た
。

　
ト
ニ
ー
（
？
）
は
ロ
シ
ア
の
攻
撃
に
わ
ず
か
だ
が
怯
み
、
後
ろ
に
下
が
っ
た
。

ロ
シ
ア
「
あ
は
。
実
は
こ
れ
、
仕
込
み
刀
な
ん
だ
よ
ね
。
日
本
君
に
お
願
い
し

て
、
作
っ
て
も
ら
っ
ち
ゃ
っ
た
！
」

　
再
び
目
の
前
に
迫
る
ト
ニ
ー
（
？
）
を
尻
目
に
ロ
シ
ア
は
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔

で
中
国
の
問
い
に
答
え
た
。

ロ
シ
ア
「
だ
か
ら
さ
ぁ
…
…
切
れ
味
が
す
ご
い
ん
だ
よ
ね
！
！
」

　
ズ
バ
ッ
！
！
グ
シ
ャ
ッ
！
！
ザ
ク
ッ
！
！
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ロ
シ
ア
は
笑
顔
の
ま
ま
迫
っ
て
い
た
ト
ニ
ー
（
？
）
を
連
続
で
切
り
つ
け
た
。

　
ト
ニ
ー
（
？
）
は
後
ろ
の
壁
へ
吹
っ
飛
ん
だ
。

中
国
「
う
わ
っ
！
！
え
げ
つ
ね
ぇ
あ
る
！
」

カ
ナ
ダ
「
で
も
全
然
ダ
メ
ー
ジ
が
…
」

　
顔
を
引
き
吊
ら
せ
る
中
国
、
弱
々
し
く
言
葉
を
発
す
る
カ
ナ
ダ
。

　
確
か
に
カ
ナ
ダ
の
言
う
通
り
ト
ニ
ー
（
？
）
は
あ
ま
り
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て

い
な
い
様
だ
。

イ
ギ
リ
ス
「
と
、
と
り
あ
え
ず
加
勢
す
る
ぞ
。
」

中
国
「
わ
か
た
あ
る
。
」

　
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
も
ロ
シ
ア
と
カ
ナ
ダ
に
加
勢
し
、
ト
ニ
ー
（
？
）
に
攻
撃

を
始
め
た
。

カ
ナ
ダ
「
え
い
っ
！
」

中
国
「
ア
チ
ョ
ー
！
」

　
ヒ
ュ
ン
ッ
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ザ
ク
ッ

　
カ
ナ
ダ
は
矢
で
ト
ニ
ー
（
？
）
を
射
て
、
中
国
は
太
極
剣
で
ト
ニ
ー
（
？
）

を
切
り
つ
け
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
…
…
ハ
ア
ッ
！
」

　
パ
ン
ッ

　
イ
ギ
リ
ス
も
魔
法
で
攻
撃
す
る
。

ト
ニ
ー
（
？
）
「
…
コ
ワ
レ
ロ
…
」

　
し
か
し
皆
の
攻
撃
は
効
い
て
い
な
い
よ
う
で
今
度
は
ト
ニ
ー
（
？
）
が
攻
撃

を
仕
掛
け
て
き
た
。

全
員
「
「
…
ッ
！
？
」
」

　
皆
、
大
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
し
ま
っ
た
。

ロ
シ
ア
「
大
丈
夫
？
中
国
君
。
こ
れ
食
べ
て
回
復
し
て
。
」
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中
国
「
…
か
た
じ
け
ね
ぇ
あ
る
。
」

　
ロ
シ
ア
は
中
国
に
お
に
ぎ
り
を
あ
げ
た
。

中
国
「
よ
し
、
行
く
あ
る
よ
…
。

ホ
ア
チ
ャ
ー
！
ア
タ
タ
タ
タ
ー
！
！
」

　
中
国
は
太
極
拳
で
ト
ニ
ー
（
？
）
に
連
続
攻
撃
を
し
た
。

ロ
シ
ア
「
う
ふ
ふ
…
。
」

　
ザ
ク
ッ
　
ズ
バ
ッ

　
ロ
シ
ア
も
そ
れ
に
続
く
。

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
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…カ
ナ
ダ
「
っ
…
…
は
ぁ
…
…
は
ぁ
」

ロ
シ
ア
「
あ
ー
あ
ー
。
本
当
、
や
ん
な
っ
ち
ゃ
う
ね
。
全
然
効
か
な
い
じ
ゃ
な

い
。
」

　
そ
の
後
し
ば
ら
く
戦
闘
は
続
い
た
が
、
あ
ま
り
ト
ニ
ー
（
？
）
に
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
る
こ
と
は
で
き
て
な
か
っ
た
。

中
国
「
イ
ギ
リ
ス
！
お
前
な
ん
で
全
然
役
に
た
た
ね
ぇ
あ
る
！
」

　
そ
う
、
四
人
の
中
で
一
番
ト
ニ
ー
（
？
）
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ
て
な
か

っ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
い
や
、
そ
の
…
…
ス
マ
ン
。
な
ん
か
こ
の
空
間
自
体
が
、
魔
力
を

封
じ
て
る
の
か
全
然
、
一
部
の
力
し
か
使
え
ね
ぇ
み
た
い
だ
…
」

　
イ
ギ
リ
ス
は
中
国
に
謝
っ
た
。

中
国
「
厄
介
な
場
所
あ
る
！
我
も
う
力
で
ね
ぇ
あ
る
…
…
」
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中
国
だ
け
で
な
く
、
他
の
三
人
も
疲
れ
を
感
じ
て
い
た
。

　
ザ
ッ
　
ザ
ッ
　
ザ
ッ

イ
ギ
リ
ス
「
え
、
ち
ょ
…
」

　
ト
ニ
ー
（
？
）
が
イ
ギ
リ
ス
に
迫
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
疲
労
の
た
め
、
動
く
こ

と
が
で
き
な
い
。

　
ト
ニ
ー
（
？
）
が
腕
を
振
り
上
げ
た
。
そ
の
時
…

？
？
「
斬
！
！
」

　
何
者
か
が
上
か
ら
降
っ
て
き
て
ト
ニ
ー
（
？
）
に
攻
撃
を
仕
掛
け
た
。
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第
七
話
　
合
流
、
そ
し
て
戦
闘
（
後
書
き
）

　
戦
闘
シ
ー
ン
、
ハ
シ
ョ
っ
て
す
み
ま
せ
ん
。

　
感
想
・
評
価
お
願
い
し
ま
す
。



98

第
八
話
　
助
っ
人
登
場
！
（
前
書
き
）

　
前
話
は
中
途
半
端
に
終
わ
っ
た
の
で
、
そ
の
続
き
で
す
。

　
黒
羽
と
ホ
ワ
イ
ト
は
出
ま
す
。
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第
八
話
　
助
っ
人
登
場
！

日
本
「
困
る
ん
で
す
よ
。
私
の
友
人
に
手
を
出
す
の
は
。
」

イ
ギ
リ
ス
「
え
！
？
に
、
日
本
か
！
？
」

　
た
っ
た
今
、
上
か
ら
降
っ
て
き
た
の
は
こ
こ
に
居
る
は
ず
の
無
い
日
本
だ
っ

た
。

日
本
「
こ
れ
は
皆
さ
ん
お
揃
い
で
。
し
か
し
、
話
は
も
う
少
々
後
で
お
願
い
し

ま
す
。
」

中
国
「
日
本
あ
る
！
！
や
っ
ぱ
り
こ
こ
に
来
て
た
あ
る
か
！
！
」

　
中
国
は
日
本
に
会
え
、
ま
た
日
本
の
安
否
が
確
認
で
き
嬉
し
そ
う
に
名
前
を

呼
ん
だ
。

日
本
「
ご
無
事
で
す
ね
？
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
コ
レ
の
処
理
は
私
に
お
任
せ
を
。

」カ
ナ
ダ
「
で
、
で
も
あ
れ
す
ご
く
強
く
て
…
」

ロ
シ
ア
「
手
伝
う
け
ど
？
」
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先
程
戦
い
、
自
分
達
で
は
全
く
歯
が
立
た
な
か
っ
た
相
手
を
独
り
で
倒
そ
う

と
す
る
日
本
に
カ
ナ
ダ
と
ロ
シ
ア
が
声
を
掛
け
た
。

日
本
「
心
配
無
用
で
す
。
」

　
日
本
は
ロ
シ
ア
の
誘
い
を
断
っ
た
。

　
日
本
は
皆
の
傷
を
見
て
、
僅
か
に
目
を
細
め
た
。

日
本
「
…
…
…
随
分
と
暴
れ
ま
し
た
ね
。
こ
れ
だ
け
傷
を
負
わ
せ
る
と
は
、
私

も
少
々
本
気
で
か
か
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」

　
日
本
に
し
て
は
珍
し
く
、
声
を
低
く
し
怒
り
を
露
に
し
た
。

日
本
「
…
怒
り
の
発
散
相
手
に
は
、
丁
度
い
い
！
！

怒
り
の
一
刀
…
遺
憾
の
意
！
！
」

　
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
…

　
ド
ガ
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
ン
！
！

　
日
本
は
ト
ニ
ー
（
？
）
を
一
刀
両
断
し
た
。
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ト
ニ
ー
（
？
）
「
グ
ギ
ャ
ア
ァ
ァ
ー
！
」

　
ス
ー
…
…

　
ト
ニ
ー
（
？
）
は
断
末
魔
の
悲
鳴
を
あ
げ
る
と
、
消
え
て
し
ま
っ
た
。

ロ
シ
ア
「
わ
。
カ
ナ
ダ
君
み
た
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
」

カ
ナ
ダ
「
普
通
に
消
え
た
っ
て
言
っ
て
下
さ
い
。
」

　
ロ
シ
ア
の
言
葉
に
困
っ
た
よ
う
に
突
っ
込
み
カ
ナ
ダ
。

日
本
「
立
て
ま
す
か
？
イ
ギ
リ
ス
さ
ん
。
」

　
日
本
が
座
り
込
ん
で
い
る
イ
ギ
リ
ス
に
手
を
差
し
伸
べ
る
。

イ
ギ
リ
ス
「
お
、
お
う
。
そ
れ
に
し
て
も
日
本
、
あ
の
化
け
物
と
の
戦
い
に
か

な
り
慣
れ
て
な
い
か
？
初
め
て
…
じ
ゃ
な
い
と
か
。
」

日
本
「
え
。
何
を
お
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
？
皆
様
も
、
慣
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

で
し
ょ
？
こ
こ
に
来
た
の
は
、
貴
方
方
が
先
で
す
し
」

　
日
本
は
イ
ギ
リ
ス
の
言
葉
に
怪
訝
な
顔
を
し
た
。
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中
国
「
我
達
は
、
こ
こ
に
来
て
ま
だ
１
時
間
ち
ょ
っ
と
あ
る
。
日
本
来
て
い
る

は
ず
は
…
な
い
の
が
普
通
あ
る
が
。
」

ロ
シ
ア
「
そ
う
言
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
う
だ
よ
ね
。
だ
っ
て
中
国
君
、
日
本
君
に

メ
ー
ル
送
っ
て
た
し
世
界
会
議
の
会
場
か
ら
日
本
君
も
返
事
し
た
よ
ね
？
」

日
本
「
は
い
。
そ
れ
で
、
イ
タ
リ
ア
君
が
「
俺
も
行
き
た
い
」
っ
て
言
い
出
し

た
の
で
、
ド
イ
ツ
さ
ん
や
プ
ロ
イ
セ
ン
さ
ん
と
ご
一
緒
に
、
こ
こ
に
来
た
の
で

す
…
…
が
…
」

　
日
本
は
言
い
な
が
ら
首
を
ひ
ね
ら
せ
る
。
他
の
四
人
も
同
様
に
首
を
ひ
ね
っ

た
。

カ
ナ
ダ
「
え
？
で
も
会
場
か
ら
コ
コ
ま
で
っ
て
、
３
時
間
は
か
か
っ
て
し
ま
い

ま
す
よ
？
僕
達
、
本
当
に
１
時
間
ち
ょ
っ
と
し
か
い
な
い
し
な
ん
か
お
か
し
く

あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

　
ど
う
に
も
話
が
噛
み
合
わ
な
い
。

日
本
「
…
…
色
々
と
、
お
話
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。
一
先
ず
、
二
階
に

行
き
ま
し
ょ
う
。
今
の
と
こ
ろ
、
安
全
な
部
屋
が
あ
り
ま
す
。
」

　
そ
う
言
っ
て
歩
き
始
め
よ
う
と
し
た
日
本
に
、
中
国
が
日
本
の
燃
え
た
服
を
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見
せ
な
が
ら
日
本
を
止
め
た
。

中
国
「
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
待
つ
あ
る
！
！
そ
し
た
ら
コ
レ
！
！
こ
の
日
本
の
服

は
何
あ
る
か
？
血
だ
ら
け
あ
る
！
！
」

　
そ
れ
を
見
た
日
本
は
動
き
を
止
め
て
答
え
た
。

日
本
「
お
や
。
そ
れ
は
暖
炉
に
投
げ
入
れ
た
私
の
服
で
す
ね
。
何
故
中
国
さ
ん

が
？
」

中
国
「
あ
の
部
屋
に
行
っ
た
ら
見
つ
け
た
あ
る
！
怪
我
…
し
た
ん
じ
ゃ
…
」

日
本
「
あ
の
、
そ
れ
…
…
ト
マ
ト
…
で
す
」

　
日
本
は
言
い
づ
ら
そ
う
に
苦
笑
い
し
な
が
ら
答
え
た
。

中
国
「
…
…
…
は
？
」

　
思
考
回
路
が
停
止
す
る
中
国
。

日
本
「
大
丈
夫
で
す
よ
。
ど
こ
も
怪
我
し
て
い
ま
せ
ん
。
さ
。
ド
イ
ツ
さ
ん
と

イ
タ
リ
ア
君
と
も
合
流
し
て
事
情
を
説
明
し
ま
す
。
」
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そ
し
て
五
人
は
台
所
を
後
に
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し

？
？
『
…
紡
ぎ
し
は
平
穏
、
痛
み
忘
る
る
光
の
奇
跡
に
名
を
与
う
る
…
ハ
ー
ト

レ
ス
サ
ー
ク
ル
！
』

全
員
「
！
？
」

　
台
所
を
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
五
人
の
足
元
に
桜
色
の
円
陣
が
現
れ
た
。

　
円
陣
は
３
秒
程
光
る
と
消
え
て
し
ま
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
な
っ
！
？
」

カ
ナ
ダ
「
え
っ
…
。
」

ロ
シ
ア
「
傷
が
…
」

中
国
「
治
っ
て
る
あ
る
！
！
」

日
本
「
…
…
…
。
」

　
光
が
消
え
る
と
皆
の
傷
は
す
っ
か
り
治
っ
て
い
た
。
中
に
は
ひ
ど
い
傷
も
あ

っ
た
が
、
そ
れ
も
う
っ
す
ら
と
跡
が
残
る
程
度
に
な
っ
て
い
た
。

　
皆
が
騒
ぐ
中
、
日
本
だ
け
は
顎
に
手
を
や
り
何
か
考
え
込
ん
で
い
た
。
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中
国
「
ど
う
し
た
あ
る
か
？
日
本
。
」

　
皆
も
日
本
の
様
子
に
気
付
き
、
日
本
へ
と
視
線
が
集
ま
る
。

日
本
「
…
…
ま
た
、
だ
と
思
い
ま
し
て
。
」

ロ
シ
ア
「
ま
た
？
」

　
ロ
シ
ア
の
問
い
に
日
本
は
「
は
い
」
と
答
え
、
話
し
始
め
た
。

日
本
「
実
は
先
程
の
声
を
私
と
イ
タ
リ
ア
君
、
ド
イ
ツ
さ
ん
は
何
度
か
聞
い
て

い
る
ん
で
す
。
…
大
体
は
さ
っ
き
み
た
い
に
戦
闘
の
後
に
不
思
議
な
桜
色
の
光

が
現
れ
、
傷
を
癒
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。
あ
と
、
た
ま
に
戦
闘
中
に
あ
の
声
で

歌
が
聴
こ
え
て
き
ま
し
た
。
」

イ
ギ
リ
ス
「
歌
？
」

日
本
「
は
い
。
」

　
訝
し
げ
な
顔
を
し
て
聞
く
イ
ギ
リ
ス
に
日
本
が
頷
く
。

カ
ナ
ダ
「
！
あ
、
あ
の
…
」
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カ
ナ
ダ
が
小
さ
く
手
を
挙
げ
た
。

ロ
シ
ア
「
ど
う
し
た
の
？
カ
ナ
ダ
君
。
」

カ
ナ
ダ
「
え
っ
と
、
そ
の
…
…
さ
っ
き
の
声
の
子
は
大
丈
夫
な
ん
で
し
ょ
う
か

？
」

三
人
「
あ
っ
！
！
」

　
確
か
に
こ
の
館
は
危
険
だ
。
も
し
独
り
で
居
る
と
き
に
あ
の
化
け
物
に
遭
遇

し
た
ら
…

日
本
「
…
恐
ら
く
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
」

四
人
「
え
っ
！
？
」

イ
ギ
リ
ス
「
何
で
だ
？
」

　
「
心
配
な
い
」
と
断
言
す
る
日
本
に
イ
ギ
リ
ス
が
問
う
。

日
本
「
イ
タ
リ
ア
君
が
館
に
入
っ
て
す
ぐ
に
二
人
の
少
女
に
出
会
っ
た
ら
し
い

ん
で
す
が
、
二
人
と
も
武
器
を
持
っ
て
い
て
さ
っ
き
の
【
あ
れ
】
と
対
等
に
戦

っ
て
い
た
ら
し
い
で
す
。
」

イ
ギ
リ
ス
「
そ
う
、
か
…
。
」
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中
国
「
で
も
や
っ
ぱ
り
危
険
あ
る
！
！
探
し
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
あ
る
か

？
」

日
本
「
え
え
。
私
達
も
出
来
れ
ば
彼
女
達
と
合
流
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

…
…
で
は
そ
ろ
そ
ろ
行
き
ま
す
か
。
イ
タ
リ
ア
君
達
が
待
っ
て
い
ま
す
。
」

ロ
シ
ア
「
じ
ゃ
あ
、
移
動
し
な
が
ら
そ
の
子
達
を
探
そ
う
か
。
」

　
ロ
シ
ア
の
言
葉
に
皆
頷
き
、
今
度
こ
そ
本
当
に
五
人
は
台
所
を
後
に
し
た
。

３
階
　
ピ
ア
ノ
部
屋

　
フ
ォ
ン
…
…



108

　
ピ
ア
ノ
が
あ
る
真
っ
白
な
部
屋
に
突
然
、
淡
紫
色
の
光
が
現
れ
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
お
っ
♪
』

　
ホ
ワ
イ
ト
は
顔
を
あ
げ
、
嬉
し
そ
う
な
声
を
出
し
た
。

黒
羽
『
お
待
た
せ
。
』

　
ピ
ア
ノ
の
前
に
現
れ
た
淡
紫
色
の
光
が
消
え
る
と
、
そ
こ
に
は
黒
羽
が
立
っ

て
い
た
。

　
黒
羽
は
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
台
所
か
ら
ピ
ア
ノ
部
屋
ま
で
２
秒
で
や
っ

て
来
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
お
疲
れ
～
、
ど
う
だ
っ
た
？
』

黒
羽
『
ち
ゃ
ん
と
原
作
通
り
に
進
ん
で
る
み
た
い
。
』

ホ
ワ
イ
ト
「
そ
。
」

　
黒
羽
に
ピ
ア
ノ
の
近
く
に
座
り
、
武
器
（
現
在
は
槍
）
の
整
備
を
し
て
い
た

ホ
ワ
イ
ト
の
隣
に
座
り
な
が
ら
答
え
た
。

黒
羽
『
あ
…
そ
う
言
え
ば
…
』
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ホ
ワ
イ
ト
『
ん
？
』

黒
羽
『
皆
さ
ん
、
私
達
の
こ
と
探
し
て
る
み
た
い
…
（
苦
笑
』

　
黒
羽
は
苦
笑
し
な
が
ら
ホ
ワ
イ
ト
に
現
状
を
伝
え
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
あ
ー
…
ま
ぁ
、
あ
ん
だ
け
干
渉
し
て
た
ら
そ
う
な
る
か
♪
』

黒
羽
『
ご
め
ん
ね
、
私
の
せ
い
で
…
』

　
黒
羽
は
う
つ
む
き
ホ
ワ
イ
ト
に
謝
っ
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
い
や
い
や
、
黒
羽
は
何
に
も
悪
く
な
い
よ
。
…
む
し
ろ
［
皆
の
傷

を
癒
す
］
と
か
［
戦
い
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
］
み
た
い
な
良
い
こ
と
し
か
し
て

な
い
じ
ゃ
ん
♪
』

黒
羽
『
…
…
…
。
』

　
黒
羽
は
う
つ
む
い
た
ま
ま
だ
。

ホ
ワ
イ
ト
『
…
も
～
～
だ
か
ら
さ
！
』

黒
羽
『
？
』
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ホ
ワ
イ
ト
は
武
器
を
足
下
に
置
き
、
右
手
を
ゆ
っ
く
り
と
黒
羽
の
頭
の
上
に

持
っ
て
き
た
。

　
ポ
ン
ッ

　
な
で
な
で

ホ
ワ
イ
ト
『
黒
羽
は
今
ま
で
通
り
、
自
分
が
助
け
た
い
時
に
皆
を
助
け
れ
ば
い

い
の
！
！
分
か
っ
た
？
』

　
ホ
ワ
イ
ト
は
黒
羽
の
頭
を
撫
で
、
グ
イ
ッ
と
黒
羽
の
顔
を
覗
き
込
ん
だ
。

黒
羽
『
（
キ
ョ
ト
ン
）
…
ふ
ふ
…
あ
り
が
と
う
、
ホ
ワ
イ
ト
。
』

　
黒
羽
は
額
を
コ
ツ
ン
と
ホ
ワ
イ
ト
の
額
に
当
て
た
。

ホ
ワ
イ
ト
『
エ
ヘ
ヘ
…
♪
』

　
ホ
ワ
イ
ト
も
額
を
グ
リ
グ
リ
と
黒
羽
の
額
に
押
し
付
け
る
。

ホ
ワ
イ
ト
『
よ
ー
ー
し
！
！
頑
張
っ
て
皆
を
脱
出
さ
せ
る
ぞ
！
！
』

黒
羽
『
う
ん
、
そ
う
だ
ね
。
』
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ホ
ワ
イ
ト
『
あ
っ
、
勿
論
僕
た
ち
も
脱
出
す
る
か
ら
ね
♪
』

黒
羽
『
…
…
う
ん
。
』

　
『
頑
張
る
ぞ
ー
！
！
』
と
叫
び
な
が
ら
部
屋
を
走
り
回
る
ホ
ワ
イ
ト
を
黒
羽

は
眩
し
そ
う
に
、
で
も
ど
こ
か
儚
げ
に
見
つ
め
て
い
た
。



112

第
八
話
　
助
っ
人
登
場
！
（
後
書
き
）

　
感
想
・
評
価
お
願
い
し
ま
す
！
！
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第
九
話
　
緊
急
会
議
　
～
枢
軸
組
の
報
告
～
（
前
書
き
）

　
現
在
揃
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
暖
炉
の
部
屋
に
て
会
議
を
し
ま
す
。
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第
九
話
　
緊
急
会
議
　
～
枢
軸
組
の
報
告
～

２
階
　
鉄
の
扉
の
部
屋

　
ド
イ
ツ
が
籠
も
っ
て
い
る
鉄
の
扉
が
あ
る
部
屋
で
イ
タ
リ
ア
が
待
っ
て
い
た
。

　
日
本
は
イ
タ
リ
ア
に
現
在
の
状
態
を
簡
単
に
説
明
し
た
。

イ
タ
リ
ア
「
え
？
他
の
皆
も
来
て
る
ん
だ
！
じ
ゃ
あ
ま
た
暖
炉
の
部
屋
に
戻
ろ

っ
か
！
」

日
本
「
は
い
。
若
干
数
名
足
り
な
い
の
で
す
が
、
詳
し
く
は
今
か
ら
緊
急
会
議
、

と
い
う
こ
と
で
。
」

　
ド
イ
ツ
は
と
言
う
と
、
鉄
の
扉
の
中
で
カ
ン
カ
ン
と
機
械
音
を
響
か
せ
て
い

た
。

日
本
「
ド
イ
ツ
さ
ん
。
準
備
が
出
来
た
ら
行
き
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
、
お
待
ち

か
ね
で
す
。
」

ド
イ
ツ
「
了
解
し
た
」

　
鉄
の
扉
が
重
々
し
い
音
を
立
て
開
い
た
。

　
ド
イ
ツ
が
中
か
ら
出
て
く
る
。
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ド
イ
ツ
「
待
た
せ
て
す
ま
な
か
っ
た
な
。
」

イ
タ
リ
ア
「
ヴ
ェ
～
。
も
う
大
丈
夫
？
ま
だ
入
っ
て
る
？
」

　
イ
タ
リ
ア
は
疲
れ
た
顔
を
し
て
扉
か
ら
出
て
き
た
ド
イ
ツ
に
心
配
そ
う
な
声

を
出
す
。

ド
イ
ツ
「
い
や
。
も
う
い
い
。
そ
れ
に
恐
ら
く
、
こ
こ
に
は
も
う
来
な
い
は
ず

だ
。
む
し
ろ
、
来
な
い
こ
と
を
願
う
」

　
ド
イ
ツ
は
意
味
深
な
言
葉
を
呟
い
た
。

日
本
「
そ
う
で
す
か
。
期
待
し
て
い
ま
す
。
で
は
急
ぎ
ま
し
ょ
う
。
こ
ち
ら
も

悠
長
に
で
き
ま
せ
ん
。
一
刻
も
早
く
、
情
報
を
ま
と
め
な
く
て
は
。
」

　
日
本
は
ド
イ
ツ
の
言
葉
を
あ
ま
り
気
に
か
け
ず
、
二
人
に
声
を
掛
け
た
。

　
ド
イ
ツ
が
辺
り
を
チ
ラ
ッ
と
見
回
し
、
俯
く
。

ド
イ
ツ
「
や
は
り
兄
さ
ん
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
か
…
。
」

日
本
「
…
…
は
い
。
」

　
日
本
も
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
答
え
、
俯
い
た
。
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イ
タ
リ
ア
「
だ
、
大
丈
夫
だ
よ
！
！
元
気
だ
そ
う
よ
ド
イ
ツ
！
ド
イ
ツ
が
そ
ん

な
ん
じ
ゃ
プ
ロ
イ
セ
ン
も
出
る
に
出
て
来
れ
な
い
よ
！
」

　
珍
し
く
イ
タ
リ
ア
が
ド
イ
ツ
を
励
ま
す
。

　
イ
タ
リ
ア
の
一
生
懸
命
な
姿
に
ド
イ
ツ
は
頬
笑
ん
だ
。

ド
イ
ツ
「
そ
う
だ
な
。
す
ま
ん
。
」

　
重
い
空
気
が
僅
か
に
和
ん
だ
。

日
本
「
行
き
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
、
お
待
ち
か
ね
で
す
」

　
日
本
に
促
さ
れ
、
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
は
日
本
と
共
に
部
屋
を
後
に
し
た
。

２
階
　
暖
炉
の
あ
る
部
屋

　
現
在
、
こ
の
部
屋
に
は
行
方
不
明
の
メ
ン
バ
ー
以
外
の
全
員
が
揃
っ
て
い
る
。
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日
本
「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
で
は
早
速
で
す
が
、
私
達
の
現
状
の
説
明
か
ら

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」

　
皆
の
い
る
場
所
は

イ
タ
リ
ア
・
ド
イ
ツ
…
暖
炉
の
そ
ば

日
本
…
テ
ー
ブ
ル
の
前

ロ
シ
ア
・
中
国
…
日
本
と
向
か
い
合
っ
て
い
る

イ
ギ
リ
ス
…
日
本
の
右
隣

カ
ナ
ダ
…
日
本
の
左
隣

と
い
う
状
態
で
あ
る
。

　
日
本
は
早
速
、
自
分
達
の
現
状
を
連
合
組
に
話
始
め
た
。

日
本
「
ま
ず
私
達
は
、
ご
存
知
の
通
り
中
国
さ
ん
が
こ
の
館
に
来
た
。
と
い
う

メ
ー
ル
を
い
た
だ
き
イ
タ
リ
ア
君
も
面
白
い
か
ら
行
っ
て
み
た
い
と
言
う
事
で

私
と
、
ド
イ
ツ
さ
ん
、
イ
タ
リ
ア
君
、
プ
ロ
イ
セ
ン
さ
ん
で
こ
こ
に
来
ま
し
た
。

私
が
ま
ず
中
の
様
子
を
歩
い
て
回
っ
た
の
で
す
が
そ
の
間
に
、
先
ほ
ど
の
化
け

物
が
現
れ
て
イ
タ
リ
ア
君
達
に
襲
い
掛
か
っ
た
ん
で
す
。
」

イ
ギ
リ
ス
「
だ
、
大
丈
夫
だ
っ
た
の
か
よ
。
」
 

　
日
本
の
話
を
聞
き
、
イ
ギ
リ
ス
が
顔
を
ひ
き
つ
ら
せ
る
。
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イ
タ
リ
ア
「
う
ん
。
な
ん
と
か
ね
。
運
が
い
い
の
か
悪
い
の
か
、
逃
げ
足
の
速

い
俺
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
み
た
い
で
と
り
あ
え
ず
は
撒
け
た
よ
。
」

中
国
「
逃
げ
切
っ
た
あ
る
か
！
す
げ
ぇ
あ
る
な
。
」

イ
タ
リ
ア
「
エ
ヘ
ヘ
…
。
」

　
中
国
に
誉
め
ら
れ
、
イ
タ
リ
ア
は
嬉
し
そ
う
に
笑
う
。

ド
イ
ツ
「
そ
の
時
に
お
前
は
［
二
人
の
少
女
］
と
出
会
っ
た
ん
だ
な
？
」

イ
タ
リ
ア
「
う
ん
。
黒
髪
に
瑠
璃
色
の
瞳
の
女
の
子
と
白
髪
に
緋
色
の
瞳
の
女

の
子
に
会
っ
た
よ
。
で
ね
、
白
髪
の
女
の
子
が
『
こ
こ
は
私
達
に
任
せ
て
逃
げ

て
く
だ
さ
い
。
』
っ
て
言
っ
た
ん
だ
。
」

ロ
シ
ア
「
へ
～
、
そ
れ
で
逃
げ
た
の
？
」

イ
タ
リ
ア
「
本
当
は
色
々
聞
き
た
か
っ
た
ん
だ
よ
！
で
も
、
白
髪
の
女
の
子
が

そ
の
…
イ
ギ
リ
ス
み
た
い
に
変
な
魔
法
使
っ
て
、
体
が
勝
手
に
動
い
ち
ゃ
っ
た

ん
だ
…
。
」

イ
ギ
リ
ス
「
変
な
っ
て
何
だ
！
変
な
っ
て
！
！
」

イ
タ
リ
ア
「
ヴ
ェ
！
？
」

　
イ
ギ
リ
ス
に
怒
鳴
ら
れ
イ
タ
リ
ア
が
ビ
ク
ッ
と
す
る
。
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カ
ナ
ダ
「
じ
ゃ
あ
、
僕
た
ち
の
怪
我
を
治
し
て
く
れ
た
の
は
そ
の
白
髪
の
女
の

子
…
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」

　
カ
ナ
ダ
は
イ
タ
リ
ア
の
話
を
聞
き
、
思
い
付
い
た
仮
説
を
口
に
し
た
。

イ
タ
リ
ア
「
分
か
ん
な
い
…
け
ど
そ
の
子
、
自
分
達
は
俺
達
の
味
方
だ
っ
て
言

っ
て
た
よ
。
」

イ
ギ
リ
ス
「
さ
ぁ
？
ど
う
だ
か
な
。
」

日
本
「
…
…
ひ
と
ま
ず
イ
タ
リ
ア
君
の
会
っ
た
少
女
達
の
こ
と
は
後
で
考
え
る

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
…
結
局
、
あ
の
正
体
は
分
か
ら
な
い
ま
ま
な
ん
と
か
全

員
と
う
ま
く
合
流
す
る
こ
と
が
で
き
て
こ
の
部
屋
の
鍵
が
あ
る
、
と
い
う
安
心

感
か
ら
こ
こ
で
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。
」

ロ
シ
ア
「
一
夜
…
…
。
」

カ
ナ
ダ
「
や
、
や
っ
ぱ
り
お
か
し
い
よ
…
。
だ
っ
て
僕
達
…
…
あ
、
ご
め
ん
な

さ
い
。
話
、
続
け
て
下
さ
い
。
」

　
日
本
の
話
と
自
分
達
の
現
状
に
は
や
は
り
、
大
き
な
［
ズ
レ
］
が
あ
り
、
ロ

シ
ア
達
は
そ
れ
が
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
「
燃
や
す
の
な
く
な
っ
て
き
た
ね
。
こ
の
木
箱
、
燃
や
し
て
も
い
い
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か
な
？
」

ド
イ
ツ
「
そ
う
だ
な
。
燃
料
に
な
る
な
ら
燃
や
し
て
し
ま
お
う
」

　
暖
炉
の
傍
で
火
を
見
て
い
た
イ
タ
リ
ア
が
、
拾
っ
た
木
箱
を
暖
炉
に
投
げ
入

れ
る
。

　
炎
は
再
び
メ
ラ
メ
ラ
と
燃
え
上
が
る
。

日
本
「
見
張
り
を
置
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
プ
ロ
イ
セ
ン
さ
ん
が
快
く
引
き

受
け
て
下
さ
っ
た
の
で
す
が
、
安
心
感
か
ら
か
三
人
と
も
相
当
深
い
眠
り
に
落

ち
て
し
ま
い
ま
し
て
…
。
」
 

　
日
本
は
俯
き
、
申
し
訳
な
さ
そ
う
な
顔
を
し
た
。

日
本
「
起
き
て
み
た
ら
…
プ
ロ
イ
セ
ン
さ
ん
は
い
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
廊

下
に
血
痕
が
落
ち
て
い
た
の
で
跡
を
辿
っ
た
の
で
す
が
…
途
中
で
…
…
。
」

ロ
シ
ア
「
辿
れ
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
…
。
」

　
ロ
シ
ア
の
言
葉
に
日
本
は
頷
い
た
。

イ
タ
リ
ア
「
日
本
を
中
心
に
探
し
て
み
た
ん
だ
け
ど
ま
た
誰
か
が
欠
け
た
り
す

る
の
嫌
だ
っ
て
な
っ
て
俺
と
ド
イ
ツ
は
待
機
し
て
い
た
ん
だ
。
そ
し
た
ら
、
日

本
が
皆
と
会
っ
た
っ
て
こ
と
だ
よ
ね
？
」
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日
本
「
は
い
。
私
達
の
経
過
は
以
上
で
す
。
て
っ
き
り
…
…
ア
メ
リ
カ
さ
ん
と

フ
ラ
ン
ス
さ
ん
も
い
る
と
思
っ
た
の
で
す
が
？
」

　
今
度
は
イ
ギ
リ
ス
達
、
連
合
組
が
こ
れ
ま
で
の
話
を
話
し
始
め
た
。
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第
九
話
　
緊
急
会
議
　
～
枢
軸
組
の
報
告
～
（
後
書
き
）

　
次
話
は
連
合
組
の
報
告
で
す
。
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第
十
話
　
緊
急
会
議
　
～
連
合
組
の
報
告
～
（
前
書
き
）

　
予
告
通
り
連
合
組
の
報
告
で
す
。
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第
十
話
　
緊
急
会
議
　
～
連
合
組
の
報
告
～

　
枢
軸
組
の
報
告
が
終
わ
り
、
次
は
連
合
組
が
報
告
を
始
め
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
そ
う
だ
。
俺
達
６
人
は
、
ア
メ
リ
カ
の
提
案
で
こ
こ
に
来
て
、
俺

と
中
国
と
フ
ラ
ン
ス
が
２
階
。
ア
メ
リ
カ
と
ロ
シ
ア
と
カ
ナ
ダ
が
１
階
を
見
て

回
る
っ
て
こ
と
で
二
手
に
分
か
れ
た
。
」

中
国
「
２
階
に
上
が
っ
た
瞬
間
、
あ
ま
り
い
い
感
じ
が
し
ね
ぇ
あ
る
か
ら
、
我

と
あ
へ
ん
は
３
階
と
４
階
を
適
当
に
見
て
回
っ
た
あ
る
。
」

　
中
国
が
イ
ギ
リ
ス
の
言
葉
を
引
き
継
ぎ
、
イ
ギ
リ
ス
も
確
認
す
る
よ
う
に
話

を
聞
き
な
が
ら
頷
く
。

中
国
「
全
部
見
終
わ
っ
て
２
階
に
下
り
て
き
た
ら
フ
ラ
ン
ス
が
い
な
く
な
っ
て

て
、
こ
の
部
屋
に
は
日
本
の
服
が
燃
や
さ
れ
て
て
ど
う
な
っ
て
あ
る
か
！
っ
て

こ
と
で
。
」

イ
ギ
リ
ス
「
１
階
に
戻
っ
た
ら
、
ロ
シ
ア
達
が
例
の
ア
レ
と
交
戦
中
だ
っ
た
っ

て
こ
と
だ
。
ち
ょ
っ
と
し
た
隙
に
、
あ
の
野
郎
消
え
ち
ま
い
や
が
っ
た
。
」

日
本
「
そ
う
で
し
た
か
。

あ
の
、
私
何
度
か
戦
っ
て
い
る
う
ち
に
薄
々
気
づ
い
た
の
で
す
が
、
あ
の
得
体

の
知
れ
な
い
生
き
物
っ
て
…
。
」



125

　
困
っ
た
顔
を
し
て
、
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
る
日
本
。

　
ド
イ
ツ
も
同
じ
こ
と
を
思
っ
て
い
た
の
か
、
今
度
は
ド
イ
ツ
が
日
本
の
言
葉

を
引
き
継
い
だ
。

ド
イ
ツ
「
ア
メ
リ
カ
が
友
人
だ
と
言
っ
て
い
た
の
に
似
て
い
る
な
。
」

　
そ
の
言
葉
に
中
国
も
大
き
く
頷
き
、
賛
同
す
る
。

中
国
「
そ
う
あ
る
！
！
見
て
ピ
ン
と
き
た
あ
る
よ
！
あ
れ
絶
対
そ
う
あ
る
！
！

え
ー
と
…
名
前
が
…
。
」

ド
イ
ツ
「
ト
…
…
ト
ミ
ー
？
と
言
っ
た
か
？
」

イ
ギ
リ
ス
「
あ
ぁ
、
確
か
に
そ
ん
な
名
前
だ
っ
た
。
姿
形
そ
っ
く
り
じ
ゃ
な
い

か
。
ア
メ
リ
カ
の
仕
業
じ
ゃ
ね
ぇ
の
？
こ
こ
の
噂
を
聞
い
て
誘
っ
て
き
た
の
も

ア
イ
ツ
だ
し
よ
。
」

　
イ
タ
リ
ア
は
そ
れ
を
聞
き
、
顔
を
パ
ッ
と
明
る
く
し
た
。

イ
タ
リ
ア
「
そ
っ
か
！
！
じ
ゃ
あ
、
ア
メ
リ
カ
の
度
が
過
ぎ
た
イ
タ
ズ
ラ
っ
て

こ
と
だ
よ
ね
！
だ
っ
た
ら
話
は
早
い
じ
ゃ
ん
っ
！
ア
メ
リ
カ
見
つ
け
て
さ
！
」
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イ
タ
リ
ア
が
皆
の
顔
を
見
な
が
ら
提
案
す
る
。
だ
が

カ
ナ
ダ
「
違
い
ま
す
。
」

　
少
女
達
の
話
の
後
か
ら
ず
っ
と
黙
っ
て
い
た
カ
ナ
ダ
が
、
は
っ
き
り
と
否
定

の
言
葉
を
口
に
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
は
？
」

　
イ
ギ
リ
ス
は
カ
ナ
ダ
の
言
葉
に
眉
を
ひ
そ
め
る
。

カ
ナ
ダ
「
あ
れ
は
、
ト
ニ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
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カ
ナ
ダ
「
あ
れ
は
、
ト
ニ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

　
も
う
一
度
、
カ
ナ
ダ
は
は
っ
き
り
と
同
じ
言
葉
を
繰
り
返
す
。

ロ
シ
ア
「
僕
達
も
ね
、
１
階
を
回
ろ
う
っ
て
話
に
な
っ
た
時
出
た
ん
だ
よ
。
ア

レ
。
で
も
出
て
き
た
瞬
間
、
す
ぐ
気
づ
い
た
よ
。
ア
メ
リ
カ
君
が
前
に
紹
介
し

て
た
友
達
だ
な
っ
て
。
」

日
本
「
え
、
え
ぇ
。
違
う
ん
で
す
か
？
私
達
、
ア
メ
リ
カ
さ
ん
の
友
人
だ
と
言

う
事
で
結
論
付
け
て
気
楽
に
探
す
つ
も
り
で
…
…
。
」

　
カ
ナ
ダ
は
首
を
横
に
振
っ
て
ま
た
否
定
し
た
。

カ
ナ
ダ
「
僕
は
家
も
近
い
し
、
何
度
か
ト
ニ
ー
に
は
会
っ
て
ま
す
。
見
た
目
は

確
か
に
似
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
も
し
そ
う
だ
と
し
て
も
…
襲
っ
た

り
は
し
ま
せ
ん
。
」

中
国
「
お
そ
…
…
え
？
ア
イ
ツ
に
攻
撃
し
て
き
た
あ
る
か
！
」

　
カ
ナ
ダ
と
ロ
シ
ア
以
外
の
全
員
が
、
驚
愕
の
表
情
を
浮
か
べ
る
。

カ
ナ
ダ
「
一
撃
で
し
た
。
壁
ま
で
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
っ
て
、
で
も
意
識
は
な
ん
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と
か
あ
る
み
た
い
で
、
銃
で
戦
っ
た
ん
で
す
け
ど
全
然
利
か
な
く
て
…
…
。
」

ロ
シ
ア
「
僕
達
、
彼
の
友
達
が
出
て
き
た
っ
て
思
っ
て
た
の
に
い
き
な
り
襲
わ

れ
て
、
冗
談
に
し
て
は
ア
メ
リ
カ
君
、
本
気
で
戦
っ
て
た
し
…
こ
れ
た
ぶ
ん
違

う
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
気
づ
い
て
ね
。
」

　
二
人
の
言
葉
に
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
は
４
階
で
聞
い
た
銃
声
を
思
い
出
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
あ
の
銃
撃
音
…
…
そ
れ
だ
っ
た
の
か
！
」

　
ロ
シ
ア
は
イ
ギ
リ
ス
を
見
て
頷
く
。

ロ
シ
ア
「
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
く
て
さ
。
彼
、
ど
ん
ど
ん
追
い
詰

め
ら
れ
て
い
っ
て
な
ん
と
か
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
…
…
階
段
か
ら
飛
び
降
り
て

き
た
ん
だ
、
黒
髪
の
女
の
子
が
。
」

全
員
（
カ
ナ
ダ
除
く
）
「
「
…
え
？
」
」

イ
タ
リ
ア
（
黒
髪
の
女
の
子
…
。
）

　
ロ
シ
ア
の
言
葉
に
皆
、
呆
然
と
す
る
。

　
イ
タ
リ
ア
の
脳
裏
に
自
分
が
出
会
っ
た
黒
髪
に
瑠
璃
色
の
瞳
の
少
女
の
姿
が

浮
か
ぶ
。
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ロ
シ
ア
「
ね
、
カ
ナ
ダ
君
。
」

カ
ナ
ダ
「
は
、
は
い
。
そ
の
子
、
刀
で
【
あ
れ
】
に
斬
り
か
か
っ
て
僕
た
ち
に

『
こ
こ
は
僕
に
任
せ
て
あ
ん
ち
ゃ
ん
達
は
逃
げ
て
☆
』
っ
て
言
っ
た
ん
で
す
。
」

　
ロ
シ
ア
の
言
葉
を
カ
ナ
ダ
は
肯
定
し
、
話
し
始
め
た
。

ロ
シ
ア
「
ア
メ
リ
カ
君
と
も
一
緒
に
逃
げ
よ
う
と
思
っ
た
ん
だ
け
ど
「
こ
こ
は

俺
に
任
せ
て
逃
げ
ろ
！
！
」
っ
て
。
」

カ
ナ
ダ
「
そ
れ
で
僕
た
ち
、
一
旦
そ
の
場
か
ら
離
れ
た
ん
で
す
け
ど
や
っ
ぱ
り

ア
メ
リ
カ
が
心
配
で
、
す
ぐ
に
引
き
返
し
た
ん
で
す
。
で
も
…
」

ロ
シ
ア
「
戻
っ
て
来
た
ら
ア
メ
リ
カ
君
も
女
の
子
も
化
け
物
も
消
え
て
た
ん
だ
。

」全
員
「
「
…
…
…
。
」
」

　
皆
、
黙
り
こ
み
ど
う
い
う
こ
と
か
理
解
し
よ
う
と
し
た
。
と
、
イ
ギ
リ
ス
が

ハ
ッ
と
し
た
よ
う
に
顔
を
上
げ
た
。

イ
ギ
リ
ス
「
お
い
！
も
し
か
し
て
そ
い
つ
ら
が
ア
メ
リ
カ
達
を
拐
っ
た
ん
じ
ゃ

（
？
？
「
違
う
ん
で
す
の
！
！
」
！
？
」

全
員
「
！
？
（
バ
ッ
」
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そ
の
場
に
居
た
全
員
が
反
射
的
に
各
々
の
武
器
を
構
え
、
声
の
し
た
方
を
一

斉
に
見
た
。
そ
こ
に
は
…

？
？
「
ご
主
人
様
達
は
そ
ん
な
こ
と
し
て
な
い
ん
で
す
の
！
！
」

　
大
き
さ
３
０
ｃ
ｍ
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
リ
ン
グ
を
体
に
着
け
て
お
り
、
イ
ソ
ギ

ン
チ
ャ
ク
み
た
い
な
形
の
大
き
な
耳
を
持
つ
、
水
色
と
白
の
体
毛
の
獣
が
居
た
。
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第
十
話
　
緊
急
会
議
　
～
連
合
組
の
報
告
～
（
後
書
き
）

　
変
な
終
わ
り
方
し
て
す
み
ま
せ
ん
。

　
【
水
色
の
獣
】
が
何
か
分
か
り
ま
す
か
？

　
分
か
る
人
に
は
分
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
＾
＿
＾
）
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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